


生
活
工
房
の
事
業

新たな発見が暮らしを彩る
New Discoveries Embellish Daily Life

O
ur P

rogram

「
展
覧
会
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
セ
ミ
ナ
ー
」「
地
域
と
市
民
活
動
」

の
4
つ
の
事
業
を
主
と
し
て
生
活
工
房
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
︒

Lifestyle D
esign C

enter prim
arily supports the four 

program
s of exhibitions, w

orkshops, sem
inars, and 

local and regional activities.

A
bout Lifestyle D

esign C
enter

セミナー│S e m in a r

地
域

と市
民活動

│Local Communit y

ワ
ークショップ│Work sho p

多彩なモノづくりを楽しむ
The Joy of Making Things

参加者が手や体を動かしながら「考
え」「作る」ワークショップでは、子供
から大人までが楽しめる多彩なプロ
グラムを実施しています。

A variety of programs are held 
where participants of all ages 
can move their hands and 
bodies as they enjoy “think” 
and “make” workshops.

地域とつながる
Connecting with the Region

地域の活動と交流を支援し、多様
な価値観や共感の輪を広げ、ネッ
トワークを構築し豊かな地域づく
りのお手伝いをしています。

We assist with region-building 
by supporting area and regional 
activities and exchange, 
widening the circle of various 
values and sympathies, and 
creating vibrant networks.

生活工房ギャラリーやワークショップ
ルームでは、デザインやクラフト、異
文化など多角的なテーマで展示を実
施しています。

Exhibitions on diversified 
themes such as design, crafts, 
and foreign cultures are held in 
the Seikatsu-Kobo Gallery and 
the Workshop Rooms.

社会を知る、学びを楽しむ
Understanding Society, Enjoying Learning

専門家やクリエイターを招き、暮らし
や文化に関する生きた言葉に触れる
さまざまな講演やトークイベントを実
施しています。

Experience living words on life 
and culture in various lectures 
and talk events given by 
specialists and creators.

展
覧会
│Ex h i b i t i on

生
活
工
房
と
は
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33
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44

In an age overflowing with things and information. Lifestyle Design 
Center illuminates the intangible as well as the tangible, paying 
attention to small stories. Through the experience of seeing, 
touching, and sensing, we ask: what is true abundance, what is 
culture? We value the creation of a space for dialogue, to touch on 
the roots of life and ask each other why.

物や情報が溢れる時代。生活工房は「モノ」だけでなく「コト」
に光をあて、小さな物語に耳を傾けます。観たり、触ったり、感
じたりする体験を通して、本当の豊かさや、大切にしたい文化
をともに考える場をつくります。暮らしの根っこに触れること、
なぜだろうと考えること、対話することを大切にしています。

The crossroad of 
life and design.

暮らし×デザインの
交流拠点
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展覧会Exhibition

開催日時 5月16日（火）～7月17日（月・祝）
 9:00～21:00
 （祝日をのぞく月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 10,665名
協力 あかね書房、新三郎商店、
 飛驒産業、日田ヤブクグリ

（30代の声）
1人の地球に生きる
人間として生に向きあい、
作品を産みだすことに感動した

丸太に見立てた牛蒡を
日田杉のノコギリで切って食べる「

きこり
め
し弁
当
」。

「またいちの塩」販売ブース。左は塩男のモデルとなった平川氏

会場風景（撮影：尾嶝太）

ギャラリー内で行ったトークイベントの様子

早朝から弁当を準備してくださった佐々木氏（中央）と黒木氏（左）。右は牧野氏

「またいちの塩」出張販売&ギャラリートーク
開催日時 6月10日（土） 
  ［販売］11:00～16:00、
  ［トーク］16:00～16:30
会場 生活工房ギャラリー
ゲスト 平川秀一（工房とったん)、
 牧野伊三夫
参加人数 895名
参加費 無料

「きこりめし弁当」出張販売&ギャラリートーク
開催日時 6月17日（土） 
  ［販売］11:00～16:00、
  ［トーク］16:00～16:30
会場 生活工房ギャラリー
ゲスト 佐々木美徳（寶屋店主)、
 黒木陽介（ヤブクグリ事務局)、
 牧野伊三夫
参加人数 984名
参加費 無料

関
連
企
画

私
た
ち
の
生
活
に

深
く
根
を
お
ろ
し
た
塩
と
杉

　
2
0
2
3
年
に
『
塩
男
』
と
題
す
る
絵
本
を
上
梓
し
た
、
画
家
の

牧
野
伊
三
夫
氏
の
展
覧
会
。

　
前
半
部
で
は
絵
本
の
制
作
過
程
が
垣
間
見
え
る
取
材
ス
ケ
ッ
チ

や
草
稿
と
と
も
に
、
作
品
世
界
を
再
構
成
し
た
全
長
10
m
に
及
ぶ
巨

大
壁
画
を
展
示
し
た
。
本
展
の
た
め
に
5
日
間
か
け
て
描
い
た
大
作

に
は
、
製
塩
所
の
窯
か
ら
出
た
灰
が
画
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

後
半
部
で
は
牧
野
氏
が
岐
阜
県
高
山
市
と
大
分
県
日
田
市
で
取
り

組
む
、
林
業
に
か
か
わ
る
活
動
を
紹
介
。
日
田
の
パ
ー
ト
で
は
地
域

の
林
業
を
応
援
す
る
た
め
に
発
足
し
た
「
ヤ
ブ
ク
グ
リ
」
の
会
に
よ

る
、
現
在
進
行
形
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
示
紹
介
し
た
。

　
会
期
中
に
は
塩
男
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
福
岡
県
糸
島
半
島
に
あ

る
製
塩
所
「
工
房
と
っ
た
ん
」
の
平
川
秀
一
氏
を
招
い
た
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
と
、
同
氏
が
つ
く
る
「
ま
た
い
ち
の
塩
」
の
販
売
会
を
開
催
。

ま
た
、
普
段
は
日
田
で
し
か
購
入
で
き
な
い
、
日
本
初
の
林
業
体
験

弁
当
「
き
こ
り
め
し
弁
当
」
の
出
張
販
売
会
も
行
っ

た
。
4
F
キ
ッ
チ
ン
を
調
理
場
と
し
て
活
用

し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
4
年
ぶ
り
と
な

る
「
食
」
の
関
連
企
画
と
な
っ
た
。

牧
野
伊
三
夫
展

塩
と
杉

0607



展覧会Exhibition

映像のスクリーンは時空を超えた窓

答
え
で
は
な
く
問
い
を
な
げ
か
け
る
展
示

世田谷産のココスヤシの葉をみんなで編む 身の回りにある草や葉っぱを使って変身してみよう!（撮影：松田洋一）映像を観て、自らの手でやってみる（撮影：松田洋一）

開催日時 7月25日（火）～10月22日（日）
 9:00～21:00（祝日をのぞく月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 25,655名
企画制作 ＥＣ活用プロジェクト
  （下中菜穂、中植きさら［ポレポレ東中

野]、丹羽朋子）
協力 公益財団法人下中記念財団、関野吉晴、

墨田区
 株式会社紫水園、JA東京中央　砧地区

青壮年部、景丘の家、くさっぱら公園、株
式会社フジセン 伊藤英二、上東を愛する
会（高知県いの町・吾北)、一般財団法人
進化生物学研究所、おしゃれ工房 三軒茶
屋とうきゅう店、世田谷区立次大夫堀公園
民家園・岡本公園民家園、絹遊塾 工房 風
花、佐藤小菜、松田牧恵、松田洋一、小
松義夫、小松衛子　

 ※一部、JSPS科研費23H03899 C03、

20H01403助成

ワーク

ショップ

協力

「映像をみる、やってみる」⓪あつめる
実施期間 4〜9月
調査 ECフィルム活用プロジェクトメンバー採集

班＋国際ファッション専門職大学授業
 「職人の世界」参加学生
参加人数 20名

「映像をみる、やってみる」①ばける
開催日時 8月4日（金）13:00～16:00
会場 ワークショップルームAB
講師 EC活用プロジェクトメンバー
対象 幼児以上
参加人数 10名
参加費 500円（保護者無料）

「映像をみる、やってみる」②なう よる
開催日時 8月5日（土）10:30～16:30
会場 ワークショップルームAB
講師 EC活用プロジェクトメンバー
対象 小学3年生以上
参加人数 16名
参加費 1,000円（保護者無料）

「映像をみる、やってみる」③たばねる
開催日時 8月26日（土）10:30～16:30
会場 ワークショップルームAB
ゲスト ながはたじゅんぺい

 （民俗行事の写真を撮っています）
対象 小学3年生以上
参加人数 17名
参加費 1,000円（保護者無料）

「映像をみる、やってみる」④あむ
開催日時 9月16日（土）10:30～16:30
会場 ワークショップルームAB
ゲスト 本間一恵
  （かご編みの制作と研究をしています）
対象 小学3年生以上
参加人数 22名
参加費 1,000円（保護者無料）

「映像をみる、やってみる」⑤くむ むすぶ
開催日時 9月18日（月・祝）10:30～16:30
会場 ワークショップルームAB
ゲスト 西村優子（紙の造形作家）
対象 小学3年生以上
参加人数 24名
参加費 1,000円（保護者無料）

「映像をみる、やってみる」⑥あむ から おる へ
開催日時 10月1日（日）10:30～16:30
会場 ワークショップルームAB
講師 EC活用プロジェクトメンバー
対象 小学3年生以上
参加人数 19名
参加費 1,000円（保護者無料）

トークイベント「みる、やってみる、問い続ける
─日本の今ここの場所から」
開催日時 10月7日（土）14:00～16:00
会場 セミナールームAB
ゲスト 𠮷田勝信（𠮷勝制作所)、
 後藤一磨（｢海の見える命の森」プロジェクト）
参加人数 19名
参加費 500円

『ブーンミの島』上映会&監督トーク
─沖縄県宮古諸島の苧麻文化を映像で記録すること
開催日時 10月15日（日）14:00～17:00
会場 セミナールームAB
ゲスト 春日聡（映像人類学者・国立歴史民俗博物

館客員准教授）
参加人数 51名
参加費 500円

み
る
︑
や
っ
て
み
る
︑
問
い
つ
づ
け
る
︒

わ
た
し
の
今
こ
こ
か
ら

（60代の声）
人のいとなみの原点を
模索している点が素晴らしい!

関
連
企
画 　

2
0
1
9
年
春
に
開
催
し
た
「
映
像
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展
」

の
第
二
弾
。「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
カ

（
E
C
フ
ィ
ル
ム
）」
は
第
2
次
世
界
大
戦
後
間
も
な
い
ド
イ
ツ
で
生
ま

れ
た
〝
映
像
に
よ
る
百
科
事
典
〞
で
あ
る
。
そ
の
中
の
「
ひ
も
づ
く

り
」
に
注
目
し
、
身
近
に
あ
る
植
物
・
動
物
繊
維
を
素
材
に
、
衣
服

か
ら
住
居
ま
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
み
出
し
て
き
た
人
間
の
も
の
づ

く
り
の
原
点
を
辿
る
展
覧
会
を
行
っ
た
。

　

E
C
フ
ィ
ル
ム
の
中
か
ら
、
績
む
・
編
む
・
組
む
・
結
ぶ
・
撚

る
・
綯
う
・
織
る
な
ど
の
手
仕
事
の
映
像
を
上
映
し
、
多
摩
川
の
草

や
世
田
谷
産
の
ヤ
シ
の
葉
、
ほ
ど
い
た
セ
ー
タ
ー
の
毛
糸
や
包
装
リ

ボ
ン
な
ど
、
暮
ら
し
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
採
集
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

実
物
資
料
も
展
示
し
た
。

　
ま
た
、「
映
像
を
観
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
る
」
6
種
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、
参
加
者
は
植
物
の
感
触
や
性
質
を
た
し
か
め
な

が
ら
、
ひ
も
を
綯
い
・
組
み
・
編
ん
で
み
て
、
自
分
の
手
に
技
術
が

備
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
愉
し
み
を
体
験
し
た
。

ひ
も
を
う
む
︑あ
む
︑

く
む
︑む
す
ぶ

20
世
紀
の
映
像
百
科
事
典
を
ひ
ら
く
─
映
像
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
展 vol.2

0809



展覧会Exhibition

会場後半には作家5
名の作品が並ぶ（撮
影：新井智子）

家庭用編み機（撮影：新井智子） 会場前半は編み機の変遷を展示（撮影：新井智子）

（20代の声）
歴史といろんな編み機が見れて
よかったです！

ウィークエンド・ニッティング

開催日時 11月17日（金）～19日（日)、
 2024年1月19日（金）～21日（日）
 10:00～18:00
会場 ワークショップルームAB
参加人数 3,007名
参加費 無料

会場ツアー
「展示をまわる、編み機をさわる」
開催日時 11月17日（金）～19日（日)、
 2024年1月19日（金）～21日（日）
 ①11:00～ ②14:00～ ③16:00～

各回40分程度　
 ※11月19日（日）は①のみ開催

会場 生活工房ギャラリー、
 ワークショップルームAB
参加人数 118名
参加費 無料

ニットスペース

「ほったらかし手編み倶楽部」
開催日時 11月17日（金）～19日（日)、
 2024年1月19日（金）～21日（日）
 10:00～17:00 ※入退場自由
会場 ワークショップルームA
参加人数 66名
参加費 無料

トーク

「あみきをほどく　編み機の来し方行く末」
開催日時 11月19日（日）15:00～17:00
会場 ワークショップルームB
聞き手 横山起也（編みキノコ作家／
 NPO法人LIFE KNIT）
ゲスト 北川ケイ（彩レース資料室／
 近代日本西洋技芸史研究家)、
 田沼英治（Knittingbird）
参加人数 52名
  （オンライン視聴3,819名
 ※1月25日時点）

参加費 500円

関
連
企
画

会場ツアーで実演中の様子

開催日時 10月31日（火）～
 2024年1月21日（日）
 9:00～21:00
  （祝日をのぞく月曜および
 11月5日、年末年始休み）
会場 生活工房ギャラリー
来場人数 15,342名
出品作家 編み物☆堀ノ内、近あづき、
 丹治基浩、宮田明日鹿、
 LOVE it ONCE MORE
協力 Knittingbird、
 一般社団法人彩レース資料室

pipi-goldfi sh『ニットグローブ』（
撮
影
：
新
井
智
子
）

あ
み
き
を
ほ
ど
く

家
庭
用
編
み
機
の
展
覧
会

生
誕
1
0
0
年
!

編
み
機
の
変
遷
と
現
在
地

　
女
性
と
し
て
初
め
て
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
発
明
家
・
萩
原
ま
さ

が
「
萩
原
式
高
速
度
手
編
器
」
を
考
案
し
て
1
0
0
年
の
月
日
が

流
れ
た
。
戦
後
に
は
ミ
シ
ン
と
並
ぶ
家
庭
用
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
た

家
庭
用
編
み
機
。
そ
の
変
遷
を
辿
る
と
と
も
に
、
今
よ
り
も
っ
と
暮

ら
し
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
「
編
む
」
と
い
う
営
み
を
再
考
す
る
機

会
と
し
て
開
催
し
た
。

　
大
き
な
棚
で
区
切
ら
れ
た
会
場
は
、
戦
前
に
普
及
し
た
「
萩
原
式
」

「
S
式
」
に
は
じ
ま
り
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
が
戦
後
に
発
売
し
た
15
点

ほ
ど
の
編
み
機
が
並
ぶ
。
あ
わ
せ
て
、
当
時
の
教
則
本
や
雑
誌
の
ほ

か
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
や
タ
ッ
ピ
な
ど
付
属
す
る
道
具
も
紹
介
。
女
性

た
ち
が
担
う
家
事
労
働
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
編
み
物
が
趣
味
化
し
て
い

く
過
程
も
解
説
し
た
。
会
場
後
半
に
は
、
現
在
も
編
み
機
で
制
作
・

発
表
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
の
作
品
も
展
示
し
た
。

　
こ
う
し
た
作
品
や
資
料
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
か
ら
募
集
し
た

編
み
機
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
。猫
が
毛
玉
で
遊
ぶ
と
い
う

定
型
表
現
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
暮
ら
し
の
な
か
に
編
み
物
が
あ

る
こ
と
は
、
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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展覧会Exhibition

世
田
谷
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に

発
達
し
︑
何
を
残
し
て
き
た
の
か

（20代の声）
世田谷の雰囲気の秘密を少し
知ることができて楽しかったです!

　
世
田
谷
区
で
独
自
に
発
達
し
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
。
区
長

公
選
制
が
復
活
し
た
1
9
7
4
年
を
起
点
に
し
て
、
そ
の
50
年
の
歴

史
を
振
り
返
る
展
覧
会
。

　
企
画
制
作
は
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
や
研
究
者
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
た
実
行
委
員
会
が
担
い
、
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
と
生
活

工
房
が
共
同
で
事
務
局
を
務
め
た
。

　
会
期
中
の
毎
週
末
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
メ
ン
バ
ー
が
独
自
に
企
画
し
た
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
下
北
沢
の
書
店
B
&
B
や
新

宿
紀
伊
國
屋
書
店
、
階
下
の
T
S
U
T
A
Y
A
三
軒
茶
屋
店
で
は
特

設
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
展
覧
会
の
P
R
を
行
っ
た
。
ま
ち
づ
く

り
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
私
鉄
各
社
や
世
田
谷
サ

ー
ビ
ス
公
社
か
ら
協
賛
を
得
る
な
ど
、
実
行
委
員
会
形
式
で
の
開
催

は
、
単
館
で
は
成
し
え
な
い
大
き
な
広
が
り
を
生
ん
だ
。

　
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
た
め
に
住
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
こ
と
は
市
民
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
生
活
工
房
の
立
脚
点
に
直
結
し
た
、
意
義
深
い
展
覧
会
と
な
っ
た
。

開催日時 2024年1月31日（水）～4月21日（日）
 9:00～21:00
  （祝休日をのぞく月曜休み）
会場 生活工房ギャラリー、
 ワークショップルームB
来場人数 11,480名　
 ※3月31日時点

共催 世田谷まちづくり展実行委員会、一般
財団法人世田谷トラストまちづくり

協賛 小田急電鉄株式会社、京王電鉄株式
会社、株式会社世田谷サービス公社、
東急株式会社

助成 公益財団法人東京都都市づくり公社

4Fワークショップルーム
展示風景

上│4年ぶりに3・4F
の2フロアを使用した
大型展となった
左│3～4Fをつなぐ
階段の吹き抜けにも
展示をした

3Fギャラリー展示風景

会場撮影：澤木亮平

会場風景

内覧会でのギャラリートークの様子

「私の好きな世田谷のまち」キャッチコピーコンクール
対象 小・中学生
応募期間 10月10日（火）～11月10日（金）
応募総数 71件

ギャラリートーク

開催日時 2024年2月3日（土)・12日（月・祝)・17日（土)・25日
（日)・3月3日（日)・9日（土)・16日（土)・23日（土)・

30日（土)・4月7日（日)・13日（土)・21日（日）　
 各日13:00～
参加人数 71名　※3月31日時点

参加費 無料

ちかくのとーくvol.06
「世田谷の、住民参加とまちづくり」※概要はP.24参照

未来の世田谷シンポジウム
開催日時 2024年3月17日（日）13:00～18:00
会場 セミナールームAB
進行 饗庭伸（東京都立大学教授)、
 橘たか（まちづくりプランナー）
登壇者 株式会社イマックス、東急電鉄株式会社／株式会社ヒ

トカラメディア、株式会社はこぶん、京王電鉄株式会
社／さくら花見堂の会、まもりやまテラスの会、株式会
社世田谷サービス公社／一般社団法人シモキタ園藝
部、小田急電鉄株式会社

参加人数 会場52名／オンライン213名
参加費 無料

※上記のほか、実行委員会のメンバーが独自に企画したさまざまなイベン
トが会期中に実施されました。

関
連
企
画

世
田
谷
の
ま
ち
と

暮
ら
し
の
チ
カ
ラ

ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
50
年
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ハガキに記されたコメントと年間プログラムを兼ねたチラシ（デザイン：Tanuki）

開催日時 4月8日（土）～2024年4月7日（日）
 9:00～21:00
  （祝日をのぞく月曜および
 年末年始休み）
会場 生活工房ギャラリー（階段下）
来場人数 39,044名　※3月31日時点

企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアの
ための組織］

映像に寄せられたコメ
ントはハガキで収集

8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

常
設
上
映

生
活
工
房
ア
レ
コ
レ
2
0
2
3

『駒澤オリンピック公園にて』（1964年10月12日）

8月に上映した『No.5』は、
1979～80年8月に撮影された8ミリフィルム

階段下で展開する小コーナー

昭
和
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
映
る
︑

暮
ら
し
の
あ
れ
こ
れ

　「
生
活
工
房
ア
レ
コ
レ
」
は
、
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
展
開
し
て

い
る
小
さ
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
だ
。
生
活
工
房
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
眠

る
事
々
物
々
や
、
開
催
中
の
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
資
料
を

常
設
。
通
年
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」

（
25
頁
参
照
）
で
公
開
中
の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
像
を
常
設
で
上
映
。

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
1
9
5
5
（
昭
和
30
）
〜
1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年

に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
12
巻
。
各
映
像
の
撮
影
月
に
あ
わ
せ
て
、
毎

月
8
日
に
映
像
を
入
れ
替
え
な
が
ら
通
年
で
展
示
し
た
。
経
堂
小
学

校
や
羽
根
木
公
園
な
ど
身
近
な
場
所
か
ら
、
富
士
山
や
日
光
東
照
宮

な
ど
行
楽
地
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

　
会
場
で
は
、
来
場
者
が
映
像
を
き
っ
か
け
に
思
い
出
し
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
募
っ
た
。「
私
に
と
っ
て
神
宮
外
苑
は
、
自
転
車
練
習
の
場

所
」「
う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
冬
に
な
る
と
葉
ボ
タ
ン
育
て
て
た
」

「
私
も
小
さ
い
頃
は
、
丈
の
短
い
吊
り
ス
カ
ー
ト
に
お
か
っ
ぱ
で
し

た
」
な
ど
、
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
集
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

S
N
S
等
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

展覧会Exhibitionワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー

W
orkshop / Sem

inar

夏
休
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マpresents

第
22
回

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
ョ
! 

お
う
ち
に
集
合

老
人
性

ア
メ
イ
ジ
ン
グ
!

寿
ぐ
老
い
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ど
う
? 

就
活

自
分
と
仕
事
の
出
会
い
方 vol.3

Workshop / Seminar

こ
ど
も
・
お
や
・
じ
ぶ
ん

親
子
関
係
を
生
き
る
君
へ
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ワークショップ／セミナーWorkshop / Seminarワークショップ／セミナーWorkshop / Seminar

開催日時 8月23日（水）～25日（金）
 11:00～15:00
会場 オンライン（Zoomウェビナー）
出演 世田谷区立中央図書館、わらべ

うた勉強会、おはなし泉、成城
さくら児童館、高柳芳恵（ナチュ
ラリスト・絵本作家)、弦巻児童
館、にじいろのたね、ひつじ会、
昔話研究会 イッキーズ

対象 幼児～小学生（大人も参加可）
参加人数 延871名
参加費 無料
共催 世田谷おはなしネットワーク

※ 

1
9
9
7
年
活
動
開
始
︒
世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る
複
数
の
お
は
な
し
の
会
が
連
携
し
︑
図
書
館
な
ど

で
活
動
中
︒
現
在
︑
60
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
会
員
か
ら
成
る
︒

（小学３年生の声）
カラフルな沢山の素材が
とてもワクワクして、
色々試したくなる場だった。

（50代の声）
子どもたちの手づくり絵本、
子どもらしく、
おもしろかったです。

2時間かけてつくったぬいぐるみと記念撮影

Tシャツにシルクスクリーン印刷をする様子

ライブ配信の様子

出演グループが
動画撮影や編集も行った

「
第

22回
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
」
の
チ
ラ
シ

親子それぞれで恐竜のぬいぐるみをつくる様子

そ
の
先
に
紡
が
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

　
世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
に
よ
る
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　「
自
分
だ
け
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
つ
く
ろ
う
!
」
の
前
半
で
は
、
ぬ

い
ぐ
る
み
の
歴
史
に
ふ
れ
て
、
制
作
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
後
半

は
、
ボ
タ
ン
・
ビ
ー
ズ
・
毛
糸
・
レ
ー
ス
な
ど
色
々
な
材
料
を
使
っ

て
、
無
地
の
ボ
デ
ィ
に
顔
を
描
き
、
飾
り
つ
け
な
ど
を
し
て
ぬ
い
ぐ

る
み
を
制
作
。
名
前
・
年
齢
・
好
き
な
こ
と
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

設
定
を
考
え
て
発
表
し
た
。
親
子
で
制
作
し
た
参
加
者
も
多
く
、
家

で
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　「
自
分
の
イ
ラ
ス
ト
で
T
シ
ャ
ツ
を
つ
く
ろ
う
!
」
前
半
で
は
、

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
、
制
作
レ
ク
チ
ャ

ー
を
行
っ
た
。
後
半
は
、
自
分
で
描
い
た
絵
と
背
景
柄
を
組
み
合
わ

せ
て
2
色
刷
り
の
T
シ
ャ
ツ
を
制
作
。
新
学
期
に
学
校
へ
着
て
い
く

と
話
す
参
加
者
や
、
姉
妹
の
名
前
が
入
っ
た
ス
ズ
ラ
ン
の
絵
を
描
い

て
、
妹
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
参
加
者
も
い
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
も
各
々
の
参
加
者
の
も
と
で
、
そ
の
先

の
物
語
が
紡
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

夏
休
み
に
お
う
ち
で
楽
し
む

オ
ン
ラ
イ
ン
お
は
な
し
会
!

　「
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク※

」
と
共
催
す
る
本
企
画
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
3
日
間
に
お
は
な
し
会
「
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
」

を
開
催
し
て
い
る
。
構
成
、
演
出
、
出
演
、
準
備
の
す
べ
て
を
出
演

者
が
行
う
市
民
の
手
づ
く
り
企
画
と
し
て
回
を
重
ね
、
今
年
で
22
回

目
を
迎
え
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
場
所
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
中
央
図
書
館
や
児

童
館
な
ど
、
世
田
谷
区
立
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
利
用
者
も
多
数
出
演
。

手
遊
び
、
わ
ら
べ
唄
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
人
形
劇
、
素
は
な
し
な

ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
参
加
者
に
は
、
リ
ピ
ー
タ

ー
も
多
く
、
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
区
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　
毎
年
、
世
田
谷
お
は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
り
、
区
内

外
で
活
動
す
る
読
み
聞
か
せ
の
会
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
参
加
グ
ル

ー
プ
同
士
の
交
流
や
参
加
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

夏
休
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
22
回

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い

世
田
谷
ア
ー
ト
フ
リ
マpresents

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
ョ
! 

お
う
ち
に
集
合

自分だけのぬいぐるみをつくろう!
開催日時  8月12日（土）
 ①11:00～13:00 
 ②15:00～17:00（各回完結）
会場 ワークショップルームB
講師 100 mermaids workshop
 （クリエーター）

参加人数 17名

自分のイラストでTシャツをつくろう!
開催日時 8月13日（日）
 ①10:00～11:30  ②13:30～15:00 
 ③16:00～17:30（各回完結）
会場 ワークショップルームA
講師 Nuusle（ものづくりユニット）
参加人数 18名

対象 小学3～6年生
参加費 各回1,000円
共催 世田谷アートフリマプロジェクト

プリ
ント
した
オリジナ

ルキャラクターと同じ表
情
で
撮
影
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ワークショップ／セミナーWorkshop / Seminar

2日目：村瀬孝生氏の小噺に微笑むクァルテット・エクセルシオ
左から：西野ゆか（Vn.1）、北見春菜（Vn.2）、大友肇（Vc）、吉田有紀子（Va）

1日目：村瀬孝生氏（左）、伊藤亜紗氏（中）、山内泰氏（右）の鼎談

2日目：クァルテット・エクセルシオによるベートーヴェン晩年作品のコンサート

1日目：
村瀬孝生氏の小噺に聞き
入る参加者の皆さん

本企画の記録映像は
ウェブサイトで公開予定

寿ぐ老い
開催日時 2024年2月18日（日）11:30～18:30
会場 東京大学 駒場Iキャンパス 21 KOMCEE 

West B1F レクチャーホール
講師 伊藤亜紗（美学者)、村瀬孝生（｢宅老所よ

りあい」ほか統括所長）
参加人数 155名

老人性アメイジングとベートーヴェン
開催日時 2024年2月25日（日）13:00～17:30
会場 世田谷美術館 講堂
講師 村瀬孝生
演奏 クァルテット・エクセルシオ

参加人数 132名

対象 10代以上
進行・解説 山内泰（NPO法人ドネルモ代表理事／一

般社団法人大牟田未来共創センター理事）
参加費 各日3,000円（自由席）
協力 東京大学大学院総合文化研究科・教養学

部附属 共生のための国際哲学研究センター
（UTCP)、公益財団法人せたがや文化財
団 音楽事業部、世田谷美術館

老い
と芸術をテーマに講演する伊

藤
亜
紗
氏

老
人
性

ア
メ
イ
ジ
ン
グ
!

寿
ぐ
老
い
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

（40代の声）
こんなことはこれから
出会えるかどうか。本当に素晴らしい。
感激しました。

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
が
ち
な
「
老
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
様
な

コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
積
極
的
に
捉
え
直
す
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
な
イ
ベ
ン
ト
。

　
１
日
目
：
寿
ぐ
老
い 

　
先
進
的
な
ケ
ア
で
大
き
な
注
目
を
集
め
る
「
宅
老
所
よ
り
あ
い
」

の
施
設
長
：
村
瀬
孝
生
氏
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
老
い
小
噺
「
生
き
る
こ

と
─
死
ぬ
こ
と
」
や
、
美
学
者
の
伊
藤
亜
紗
氏
の
講
演
「
老
い
と
芸

術
　
谷
崎
潤
一
郎
　
ジ
ジ
イ
・
テ
リ
ブ
ル
!
」
を
聞
き
、
参
加
者
同

士
が
「
老
い
」
を
巡
っ
て
語
り
合
っ
た
。

　
２
日
目
：
老
人
性
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

　
天
才
作
曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
完
成
さ
れ
た
傑
作
を
経
て
晩

年
に
迎
え
た
創
作
の
境
地
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
国
内
外

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
・
エ
ク
セ
ル
シ
オ
に
よ
る
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
晩
年
の
弦
楽
四
重
奏
曲
の
生
演
奏
と
村
瀬
孝
生
氏
の

小
噺
を
交
え
な
が
ら
作
品
の
魅
力
を
紐
解
き
、「
老
い
」
が
も
た
ら

す
豊
か
な
人
間
像
を
探
っ
た
。

誰
も
が
「
老
い
」
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る
超
高
齢
化
社
会
。
既
存

の
人
間
観
へ
の
拘
り
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
よ
り
包
括
的
で
自
由
な
人
間

像
を
模
索
す
る
2
日
間
と
な
っ
た
。

老
い
る
っ
て
こ
ん
な
に
面
白
い
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ワークショップ／セミナーWorkshop / Seminar

西村佳哲氏（左）、鳥羽和久氏（右）

初日の会場の様子

（10代の声）
自分の将来についての考え方に
新しい視点を与えてくれた。
不安から希望に変わった。

働くってなに? 
開催日時 12月2日（土）13:00～18:30
ゲスト 川内有緒（ノンフィクション作家)、
 鳥羽和久（教育者／作家）
参加人数 112名

会社ってなに? 
開催日時 12月3日（日）13:00～18:30
ゲスト 北川史織（『暮しの手帖』編集長)、
 小川立夫（パナソニックホールディング

ス執行役員）
参加人数 78名

会場 ワークショップルームAB
対象 10代以上
参加費 各日2,000円（一般)、500円（10代）
ファシリテーター／企画制作

 西村佳哲（働き方研究家／リビングワー
ルド）

出店 BOOK SHOP twililight

本企画の記録映像は
ウェブサイトで公開中

参加者同士の対話の様子

北川史織氏（左）、小川立夫氏（中）、川内有緒氏（右）

三軒茶屋のBOOK SHOP 
twililight出張販売の様子

ど
う
? 

就
活

自
分
と
仕
事
の
出
会
い
方 vol.3

　
働
き
方
研
究
家
の
西
村
佳
哲
氏
や
ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
き
、
働
く
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
。

　
ゲ
ス
ト
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
で
き
る
か
も
?
　
と
い
う

勘
違
い
が
人
生
を
誘
う
こ
と
も
あ
る
。
偶
然
出
会
っ
た
人
や
事
、
あ

ら
ゆ
る
物
が
絡
み
合
い
人
生
は
進
ん
で
い
く
。
自
分
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
」
と
語
っ
た
川
内
有
緒
氏
だ
。
人
は
「
目

標
を
立
て
努
力
し
て
夢
を
実
現
す
る
」
と
い
う
セ
オ
リ
ー
を
妄
信
し

が
ち
だ
。
ス
キ
ル
不
足
を
理
由
に
挑
戦
を
踏
み
止
ま
る
人
は
多
い
。

一
方
、
ゲ
ス
ト
ら
に
共
通
す
る
の
は
「
ま
ず
は
飛
び
込
む
、
そ
の

時
々
の
状
況
に
応
答
す
る
形
で
一
生
懸
命
に
問
い
・
考
え
・
も
が
く

う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
前
進
し
て
い
る
」
と
い
う
流
れ
に
身
を
置

く
こ
と
だ
。「
チ
ャ
ン
ス
は
常
に
準
備
万
端
で
な
い
時
に
訪
れ
る
し
、

納
得
は
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
逆
の
発
想
は
、
参
加
者
に
新

鮮
な
驚
き
を
与
え
た
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
全
12
名
の
ゲ
ス
ト
の
仕
事
の
仕
方
と
生
き
方
が
、

色
々
な
悩
み
を
抱
え
て
参
加
し
て
く
れ
た
人
々
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

納
得
は
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
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ワークショップ／セミナーWorkshop / Seminar

開催日時 11月3日（金・祝）13:00～18:30
会場 ワークショップルームAB
ゲスト 鳥羽和久（教育者／作家）
聞き手 中里晋三（UTCP特任研究員)、
 山田理絵（UTCP特任助教）
対象 10代以上
参加人数 21名（対談＋ミニ対話)、32名（対談

＋ミニ対話＋グループ対話）
参加費 2,000円（対談＋ミニ対話)、3,000

円（対談＋ミニ対話＋グループ対話）
協力 東京大学大学院総合文化研究科・教

養学部附属 共生のための国際哲学
研究センター（UTCP）

（40代の声）
立場を３つ入れ替えた
内容が面白かった。

「こども・おや」をテーマにトークをする様子グループ対話をする様子

ゲストの鳥羽

和
久
氏

聞き手の山田

理
絵
氏

聞き手の中里晋
三
氏

こ
ど
も
・
お
や
・

じ
ぶ
ん

親
子
関
係
を
生
き
る
君
へ

本企画の
記録映像は
ウェブサイトで
公開中

　
親
子
関
係
や
子
育
て
に
つ
い
て
鋭
い
視
点
で
切
り
込
む
著
作
が
注

目
さ
れ
て
い
る
教
育
者
・
作
家
の
鳥
羽
和
久
さ
ん
を
迎
え
、「
こ
ど

も
」「
お
や
」「
じ
ぶ
ん
」
と
い
う
3
つ
の
視
点
か
ら
自
ら
を
見
つ
め

直
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
二
人
の
聞
き
手
が
話
を
伺
い
、
最
後
に
グ
ル

ー
プ
対
話
を
行
っ
た
。

　「
こ
ど
も
・
お
や
」
で
は
、
近
い
関
係
だ
か
ら
こ
そ
各
々
が
相
手

を
無
意
識
的
に
内
面
化
し
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
る
双
方
の
苦
し
さ

に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
各
々
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の
声
を
取
り
戻
し
、

言
葉
を
獲
得
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
ま
た
、
自
分
が
好
き
だ
と
思
う
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
に
つ
い
て
人

前
で
堂
々
と
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
過
程
に
「
じ
ぶ
ん
」

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

　
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
て
言
葉
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
親
・
友

達
・
社
会
と
距
離
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
の
親
、
親
に
な
っ
た

自
分
、
か
つ
て
子
ど
も
だ
っ
た
自
分
、
そ
れ
ら
を
俯
瞰
し
な
が
ら
交

替
す
る
想
像
力
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
き
に
や
っ
と
、
自
分
独
特

の
生
き
方
が
立
ち
上
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
独
特
の
生
き
方

地
域
と

市
民
活
動地

域
と
市
民
活
動

Local Com
m

unity

Local Community

ち
か
く
の
と
ー
く

せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の
会

エ
ト
セ
ト
ラ
の
時
間
　

見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
を
語
る
会

穴
ア
ー
カ
イ
ブ：an-archive

共
催
事
業

サ
イ
ト
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場

ケ
ア
す
る
ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー

井
岡
さ
ん
家
の

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

世
田
谷
市
民
活
動

支
援
会
議

市
民
活
動

支
援
コ
ー
ナ
ー
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地域と市民活動Local Community

せたがやアカカブの会
開催日時 vol.35：9月9日（土)、vol.36：12月10日（日)、vol.37：2024年3月3日（日）
 14:00～15:30
会場 ワークショップルームA（vol.37のみセミナールームAB）
参加人数 45名
参加費 無料
企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］
※出張編として11月4日（土）に下北沢BONUS TRACKで開催（p.26参照）

エトセトラの時間　見えるものと見えないものを語る会
開催日時 ①9月23日（土・祝)、②2024年1月13日（土）14:00～17:00（各日完結）
会場 オンライン（Zoomミーティング）※手話通訳あり
参加人数 9名
参加費 無料
企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織]、視覚障害者とつくる美

術鑑賞ワークショップ

（40代の声）
大事なことはすぐ目の前に、
足元にあると感じることができました。

（50代の声　「エトセトラの時間」参加者）
色んな人の意見が聞けたことがよかった。

羽根木プレーパークの開設から現在まで語る「せたがやアカカブの会」でのひとコマ

「エトセトラの時間」での会話記録はYouTubeで公開 千歳烏山で展開するそれぞれの活動を紹介「エトセトラの時間」でのひとコマ

「せたがやアカカブの会」番外編として、
参加者が映像目録の丁合をお手伝い

会場でのグラフィックレコーディング vol.6では展覧会（p.12）の実行委員会の
メンバーでもある2名が登壇 

映像鑑賞によって思い出したことは
ハガキに記入。内容はSNS等でも紹介した

記
録
に
残
る
も
の
︑

残
ら
な
い
も
の
︑
等
々

　
世
田
谷
区
民
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
84
巻

の
8
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
公
開
し
て
い
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」。
映
像

の
利
活
用
の
一
環
と
し
て
、
2
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。

　「
せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の
会
」
は
、
少
人

数
で
映
像
を
囲
み
、
参
加
者
自
身
の
経
験
や

気
付
い
た
こ
と
を
語
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

映
画
館
や
自
宅
で
の
映
像
鑑
賞
と
は
異
な
り
、

自
分
の
視
点
で
話
す
こ
と
、
相
手
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
、
同
じ
シ
ー
ン

を
繰
り
返
し
見
る
経
験
は
、
ほ
か
に
は
な
い

鑑
賞
体
験
と
な
っ
た
。

　「
エ
ト
セ
ト
ラ
の
時
間
」
は
、
目
の
見
え

な
い
人
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
映
像
を

鑑
賞
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

だ
。
ア
カ
カ
ブ
の
会
と
同
じ
く
、
話
す
こ
と
、

聴
く
こ
と
が
醍
醐
味
だ
が
、
よ
り
映
像
に
映

っ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
写
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
も
の
を
言
葉
に
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
音
声
記
録
「
会
話
録
」
を

Y
ouT

ube

で
公
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
東
京
都
美
術
館
へ
の
貸
出
や
ち

い
き
食
堂
で
の
上
映
、
映
画
作
品
へ
の
提
供

な
ど
、
映
像
の
利
活
用
が
生
活
工
房
の
外
に

も
広
が
っ
て
い
る
。

vol.04 羽根木で続く、冒険遊び場のこと
開催日時 8月27日（日）14:00～16:00
ゲスト 天野秀昭（NPO法人プレー

パークせたがや理事)、
 荒木直子（羽根木プレーパーク

世話人代表）
参加人数 14名（会場参加)、19名（オン

ライン参加）

vol.05 千歳烏山の、まちづくりに集うひと
開催日時 12月3日（日）14:00～16:00
ゲスト 福永順彦（場所づくり研究所プ

レイス／なりたて農民)、
 川崎修（NPO法人CFFジャパ

ン／一般社団法人ななつのこ
理事・事務局長）

参加人数  11名（会場参加)、9名（オンラ
イン参加）

vol.06 世田谷の、住民参加とまちづくり
開催日時 2024年2月3日（土）14:00～

16:00
ゲスト 饗庭伸（東京都立大学教授)、

齋藤啓子（武蔵野美術大学教
授）

参加人数 40名（会場参加)、31名（オン
ライン参加）

会場 セミナールームAB
進行 市川徹
  （まちづくりコーディネーター）
記録 千葉晋也
  （まちづくりデザイナー）
参加費 各回200円
  （オンラインは無料）
企画制作 株式会社世田谷社

最後はゲストから締めのひとことを毛筆で

ち
か
く
の
と
ー
く

ち
か
く
の
活
動
を

ち
か
く
の
人
に
紹
介
す
る

ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ

　
世
田
谷
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
民
活
動
、

地
域
に
関
わ
る
文
化
活
動
に
つ
い
て
、
ゲ
ス

ト
を
招
い
て
じ
っ
く
り
お
話
を
伺
う
ト
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
2
0
2
1
年
度
に
キ
ッ
ク
オ

フ
を
行
っ
て
3
年
目
を
迎
え
た
。

　
今
年
度
は
3
本
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。

「
羽
根
木
で
続
く
、
冒
険
遊
び
場
の
こ
と
」

で
は
、
1
9
7
9
年
に
開
設
し
た
羽
根
木
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
歩
み
と
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
伺
っ
た
。
遊
び
場
の
運
営
か
ら
見
え
て
く

る
社
会
の
変
化
が
印
象
的
だ
。「
千
歳
烏
山

の
、
ま
ち
づ
く
り
に
集
う
ひ
と
」
で
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
や
、
多
世
代
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
の
運
営
を
紹
介
。
千
歳
烏
山
と
い
う
地
域

の
特
色
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
最
後
は
、

展
覧
会
「
世
田
谷
の
ま
ち
と
暮
ら
し
の
チ
カ

ラ
」
と
連
携
し
た
特
別
回
。
世
田
谷
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　
お
よ
そ
4
か
月
に
1
度
開
催
さ
れ
る
本
企

画
。
い
ず
れ
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
て
い
る
が
、
区
外
か
ら
の
参
加
者
も
少
な

く
な
い
。
身
近
で
実
践
し
て
い
る
人
々
の
声

を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

て
い
き
た
い
。

地域と市民活動Local Community
穴
ア
ー
カ
イ
ブ：an-archive

せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の
会

エ
ト
セ
ト
ラ
の
時
間
　

見
え
る
も
の
と

見
え
な
い
も
の
を
語
る
会
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地域と市民活動Local Community

ほかの構成団体 社会福祉法人世田谷区社会福祉協議
会、社会福祉法人世田谷ボランティ
ア協会、一般財団法人世田谷トラスト
まちづくり、NPO法人国際ボランティ
ア学生協会（IVUSA)、社会福祉法
人共生会SHOWA、世田谷区生活文
化政策部市民活動推進課

「井岡さん家のホームビデオ鑑賞会」でのひとコマ（写真提供：めとてラボ）

市民活動体験喫茶パオの様子

『
せ
た
が
や
市
民
活
動
知
っ
得
情
報

20
24
』

トークイベント

「ケアするホームムービー」
「せたがやアカカブの会　下北沢出張編」
（写真提供：AHA!）

映像を解説する井岡家の人々
（写真提供：めとてラボ）

「サイト・リノベーションの現場」

　
世
田
谷
市
民
活
動
支
援
会
議
（
通
称
：

N
etty

）
は
、「
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
の
市
民
活
動
」
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
。
行
政
で
あ
る
世
田
谷
区
と
、
施
設
運

営
や
助
成
金
の
提
供
、
活
動
相
談
な
ど
多
様

な
か
た
ち
で
市
民
活
動
を
支
援
す
る
6
つ
の

中
間
支
援
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
連
絡
会
議

を
2
回
開
催
し
、
世
田
谷
区
役
所
の
新
庁
舎

に
「
区
民
自
治
と
協
働
・
交
流
の
拠
点
と
し

て
の
庁
舎
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
区
民
利
用
・
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
毎
年
作
成
し
て
い
る
市
民
活
動
に

役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
『
せ
た
が
や

市
民
活
動
知
っ
得
情
報
2
0
2
4
』
を
発

行
し
た
。

　
世
田
谷
区
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
を
支
援
す
る
場
。
日
常
的
な
会
合
や
講
座

に
利
用
で
き
る
貸
出
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
、

印
刷
機
や
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
、
紙
折
り
機
を

利
用
し
て
、
活
動
の
た
め
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
、
冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
情
報
掲
示
板
や
チ
ラ
シ
ラ
ッ
ク
で
は
、

登
録
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
告
知
や
メ
ン

バ
ー
募
集
な
ど
も
可
能
。

　
市
民
活
動
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
汲
み

取
り
、
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
運
営
を
中

間
支
援
組
織
で
あ
る
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
（
I
V
U
S
A
）
に
委
託

し
て
い
る
。
10
月
に
は
、
4
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
っ
た
「
世
田
谷
ア
ー
ト
タ
ウ
ン 

三
茶de

大
道
芸
」
に
合
わ
せ
て
「
市
民
活

動
体
験
喫
茶
パ
オ
」
を
開
催
。
登
録
団
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
喫
茶

ス
ペ
ー
ス
で
の
交
流
を
通
じ
て
紹
介
し
た
。

（40代の声　
「ケアするホームムービー」参加者）
有意義な時間でした。
他の地域でも同じような
活動ができるとさらに良いですね。

場所 生活工房3F
開館時間 9:00～21:00
  （月曜休館）
委託先 NPO法人国際ボランティ

ア学生協会（IVUSA）
来場人数 8,478名
  （2023年4月1日–
 2024年3月31日）

めとてラボ×生活工房
井岡さん家のホームビデオ鑑賞会
開催日時 9月2日（土）10:00～12:00
会場 ワークショップルームB
参加人数 29名
参加費 無料
共催 東京都、公益財団法人東京都

歴史文化財団 アーツカウンシ
ル東京、一般社団法人ooo

昭和女子大学×生活工房
サイト・リノベーションの現場
公開　杉浦久子研究室
開催日時 2024年2月13日（火）
 ～3月17日（日）
会場 ワークショップルームA 
来場人数 4430名
共催 昭和女子大学　環境デザイン

学科

BONUS TRACK×生活工房
ケアするホームムービー（「ケアリングノーベンバー2023」参加企画）
①せたがやアカカブの会 下北沢出張編　 ②ケアするホームムービー
開催日時 ①11月4日（土）14:00～15:30、②11月5日（日）14:00～15:30
会場 ①世田谷代田 仁慈保幼園ピアッツァ　②BONUS TRACKギャラリー
出演者 ①松本篤（NPO法人remo）②神野真実（デザインリサーチャー)、
 尾山直子（看護師／写真家)、水野雄太（NPO法人remo）
参加人数 ①14名、②16名
参加費 無料
企画制作 remo[NPO法人記録と表現とメディアのための組織]
協力 BONUS TRACK、桜新町アーバンクリニック、世田谷代田 仁慈保幼園、
 日記屋月日

井
岡
さ
ん
家
の

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

ケ
ア
す
る
ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー

サ
イ
ト
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場

共
催
事
業

生
活
工
房
を
使
う
︑

開
く
︑
飛
び
出
す

市
民
団
体
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　
地
域
の
大
学
や
N
P
O
団
体
と
連
携
し
て

事
業
を
実
施
す
る
「
共
催
事
業
」。
今
年
度

は
鑑
賞
会
と
展
覧
会
、
さ
ら
に
生
活
工
房
を

飛
び
出
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
視
覚
言
語
（
日
本
の
手
話
）
で
話
す
ろ
う

者
・
難
聴
者
・
C
O
D
A
（
ろ
う
者
の
親
を

も
つ
聴
者
）
ら
が
活
動
す
る
「
め
と
て
ラ
ボ
」

と
「
井
岡
さ
ん
家
の
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
鑑
賞

会
」
を
開
催
。
個
人
宅
で
撮
影
さ
れ
た
ビ
デ

オ
を
一
緒
に
鑑
賞
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
に
あ
る
ホ
ー
ム
サ
イ
ン
な
ど
を
共
有
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

　
同
じ
く
映
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

B
O

N
U

S T
R

A
C

K

（
世
田
谷
区
代
田
）
で
開

催
さ
れ
た
「
ケ
ア
リ
ン
グ
ノ
ー
ベ
ン
バ
ー
」

に
、「
世
田
谷
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
利
活
用
企

画
で
参
加
。
せ
た
が
や
ア
カ
カ
ブ
の
会
（
25

頁
参
照
）
の
出
張
編
と
、「
ポ
ス
ト
・
ム
ー
ビ

ー
・
ト
レ
イ
ル
」（
2
0
2
2
年
度
開
催
）
を

振
り
返
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
三
軒
茶
屋
に
構

え
る
昭
和
女
子
大
学
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

で
、
長
ら
く
教
鞭
を
と
っ
て
き
た
杉
浦
久
子

教
授
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
す
る
展
覧

会
を
開
催
。
研
究
室
が
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
示
公
開
し
た
。

世
田
谷
市
民
活
動

支
援
会
議

市
民
活
動

支
援
コ
ー
ナ
ー
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街
の
中
の
生
活
工
房
フ
ラ
イ
ヤ
ー

三軒茶屋・三角地帯











生
活
工
房
　
施
設
ガ
イ
ド

休館日・管理休館日：年末年始・月曜日（祝日の場合は除く）
所在地：東京都世田谷区太子堂4-1-1　キャロットタワー
TEL：03-5432-1543
URL：https://www.setagaya-ldc.net

生活工房は、
地域の人々の
活動や発表の場！

講演会やミーティングに最適

セミナールームA
74㎡／定員48名／利用時間9:00～22:00　

貸出対象
スペース

ワークショップルームA
126㎡／定員50名／利用時間9:00～22:00

貸出対象
スペース

生活工房ギャラリー
開館時間：9:00～21:00　

貸出対象
スペース

セミナールームB
83㎡／定員48名／利用時間9:00～22:00

貸出対象
スペース

ワークショップルームB
145㎡／定員50名／利用時間9:00～22:00

市民活動支援コーナー
利用時間：9:00～21:00　TEL：03-5432-1511

ものづくりや展示を楽しむ

生活工房で は多彩な設備を備えたス ペー

スで独自の企画を行うほか、市民団体など

にお部屋を貸し出しています。スペースごと

に登録条件・利用方法などが異なりますの

で、詳細はお問い合わせください。

「セミナールーム」は、講習会や会議に適したスペースです。
プロジェクターを含む映像・音響設備も備え、効果的なプレ
ゼンテーションが可能です。A・B各部屋の可動式間仕切りを
外せば最大で120名（机椅子使用時は108名）まで収容できます。

「ワークショップルームA」は、ものづくりやトークイベントに
対応したスペースで、併設されたキッチン（63㎡）には、各種
厨房用品も備えています。多人数の交流会にも最適です。
「ワークショップルームB」は、扇形の壁面が特徴的な展示ス
ペースです。可動パネルで室内のレイアウト変更ができ、多
様な展示が行えます。音響や映像機器を使った集会等の開
催も可能です。

生活工房の展示や市民活動の拠点

「生活工房ギャラリー」は、暮らしのデザインやクラフト、異
文化紹介などをテーマに、生活工房が主催する企画展示を
行っています（一般への貸出はしていません）。
「市民活動支援コーナー」は、世田谷で活動している市民活
動団体が打ち合わせや作業を行うことができるスペースです。
パソコンや印刷機などの利用も可能です（有料）。

トップページ

施設案内

クラシーと

カワルンの

「生活工房って
いったいどんな

ところなの？」

生
活
工
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑

僕
た
ち
が
施
設
の
案
内
を
し
て
い
る
よ
︒

ぜ
ひ
み
て
ね
！

カ ワ ル ン

クラシ ー
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来場者の住ま い

来
場 者

の年 代

事 業 数
来
場
者
数

数
字
で
見
る
生
活
工
房
︵2023.4.1–2024.3.31

︶

展覧会    116,762人
展覧会関連イベント   5,834人
ワークショップ    906人
セミナー・イベント   532人
地域と市民活動    13,136人
貸館使用者・来場者    15,522人

展覧会    6件
展覧会関連イベント   53件
ワークショップ    8件
セミナー・イベント   5件
地域と市民活動    13件

来場者総数

事業総数

無回答
1%

10代未満
4%

10代
5%

無回答
1%

東京都外
25%

23区以外の
都内
11%

世田谷区
以外の23区
26%

70代
7%

80代
2%

世田谷区
37%

30代
12%

20代
12%

40代
19%

50代
24%

60代
14%

2023年度来場者アンケート
（2023年4月1日–2024年3月31日）

1232件のデータより

ご支援・ご協力いただいた
企業、団体、教育・公共機関等（各50音順・敬称略）

共催：（一社）ooo、昭和女子大学環境デザイン学科、世田谷アートフリマプロジェクト、世田谷
おはなしネットワーク、（一財）世田谷トラストまちづくり、世田谷まちづくり展実行委員会、東京都、
（公財）東京都歴史文化財団アーツカウンシル東京

協力：あかね書房、（一社）彩レース資料室、おしゃれ工房三軒茶屋とうきゅう店、景丘の家、く
さっぱら公園、絹遊塾 工房 風花、桜新町アーバンクリニック、（株）紫水園、JA東京中央砧地区
青壮年部、（公財）下中記念財団、上東を愛する会（高知県いの町・吾北）、（一財）進化生物学研
究所、新三郎商店、墨田区、世田谷区立次大夫堀公園民家園・岡本公園民家園、世田谷代田仁
慈保幼園、（公財）せたがや文化財団音楽事業部、世田谷美術館、東京大学大学院総合文化研
究科・教養学部附属共生のための国際哲学研究センター（UTCP）、Knittingbird、日記屋 月日、
日田ヤブクグリ、飛驒産業、BONUS TRACK

協賛：小田急電鉄（株）、京王電鉄（株）、（株）世田谷サービス公社、東急（株）

助成：JSPS科研費23H03899 C03、20H01403助成、（公財）東京都都市づくり公社

後援：世田谷区､世田谷区教育委員会

2024年度展覧会のご案内

4月29日（月・祝）～8月25日（日）

アウト・オブ・民藝│ 「民」から芋づる編　MINGEIのB面!

9月3日（火）～12月26日（木）

途中でやめる展（仮）

2025年1月下旬～4月下旬

描かれた動物の人類学展（仮）

次年度のお知らせ
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目
に
は
見
え
な
い
「
△
」
の
奥
行
き

　
地
図
に
そ
の
か
た
ち
は
あ
れ
ど
、
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
路
地
が
入
り
組
み
、
ど
こ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

も
不
明
瞭
な
「
三
角
地
帯
」。
そ
う
呼
ば
れ
出
し
た
の
は
最
近
と
い
う
人
も
い
る
し
、
昔
か
ら
そ
う
呼
ば
れ

て
い
る
と
い
う
人
も
い
る
。
三
角
地
帯
の
領
域
も
、
ど
こ
が
終
点
な
の
か
も
、
人
に
よ
っ
て
色
々
な
捉
え
方

が
あ
る
よ
う
で
す
。
何
と
も
味
の
あ
る
こ
の
場
所
の
か
た
ち
は
、
○
で
も
□
で
も
な
く
て
「
△
」。
輪
郭
線

も
曖
昧
な
「
△
」
に
踏
み
込
ん
で
み
れ
ば
、
こ
の
地
で
営
ま
れ
る
人
々
の
暮
ら
し
と
長
い
時
間
の
積
み
重
ね

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
間
の
一
部
を
、
当
事
者
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
て
ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
本
。

「
△
」
に
長
年
の
縁
の
あ
る
方
を
は
じ
め
、
う
か
が
っ
た
お
店
で
出
会
っ
た
お
客
様
や
、
近
隣
に
住
む
若
い

世
代
の
方
の
談
も
ま
じ
え
た
「
お
は
な
し
」
で
す
。

※
本
書
は
﹁
生
活
工
房
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
2
0
2
3
﹂
の
付
録
と
し
て
︑
三
角
地
帯
で

店
を
構
え
る
方
々
や
︑
お
客
と
し
て
三
角
地
帯
に
い
ら
し
て
い
る
方
々
の
話
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
︒
本
文
中
﹇
A-

1
﹈
等
と
あ
る
と
こ
ろ
は
�﹁
△
の
地
図
﹂
と
連
動
し
て
い
ま
す
︒

主にお話を聞いた人
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ゆ
う
ら
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り 
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3
番
街 

26

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、

そ
し
て
三
元
ビ
ル 

31

三
軒
茶
屋
の
﹁
三
角
地
帯
｣︒
手
は
じ
め
に
こ
の
エ
リ
ア
で
代
々
商

売
を
し
て
き
た
店
主
に
話
を
う
か
が
う
と
︑
戦
後
か
ら
今
に
至
る
こ

の
地
帯
の
お
お
ら
か
な
営
み
が
見
え
て
き
た
︒
さ
ら
に
︑
こ
こ
で
聞

い
た
話
を
も
と
に
世
田
谷
の
郷
土
史
研
究
者
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
︑
思
わ
ぬ
発
見
も
︒
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
証
言
と
︑
今
か
ら
二
︑

三
百
年
遡
る
江
戸
時
代
の
歴
史
か
ら
�﹁
三
角
﹂
の
は
じ
ま
り
を
た

ど
っ
て
み
よ
う
︒

三
角
地
帯
の
は
じ
ま
り

目
　
次

Chapter.1
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三
角
地
帯
の
は
じ
ま
り

戦
後
に
祖
父
が
は
じ
め
た
の
は
屋
根
の
な
い
は
ん
こ
屋

　
元
々
は
、
母
方
の
祖
父
が
浅
草
で
木
版
屋
を
や
っ
て
い
て
ね
。
浮
世
絵
っ
て
、
あ
れ
は
絵
師
や
摺
師
と

の
協
業
だ
っ
た
ん
だ
。
板
屋
な
ん
て
の
も
い
た
。
桜
の
木
を
反
ら
な
い
よ
う
に
、
板
を
削
っ
て
板
木
を
作

る
。
浅
草
は
ま
だ
、
そ
う
い
う
職
人
が
集
ま
っ
て
た
ん
だ
よ
。
う
ち
の
祖
父
の
代
ま
で
彫
っ
て
た
ね
ぇ
。

　
だ
け
ど
、
は
ん
こ
を
彫
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
ん
こ
が
す
ご
く
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
ね
。
戦
争

が
始
ま
る
と
、
配
給
を
も
ら
う
と
き
と
か
、
何
か
と
は
ん
こ
が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
。

　
空
襲
の
時
も
ね
、
は
ん
こ
を
彫
る
道
具
を
持
っ
て
逃
げ
て
。
刃
物
と
か
砥
石
と
か
。
空
襲
が
お
さ
ま

っ
た
ら
、
外
で
商
売
し
て
た
そ
う
で
。
は
ん
こ
屋
の
屋
台
だ
よ
（
笑
）。
そ
し
て
、
東
京
大
空
襲
が
来
る
。

浅
草
一
帯
は
焼
け
野
原
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
祖
父
は
な
ん
と
か
三
軒
茶
屋
に
移
っ
て
き
た
わ
け

だ
。
こ
の
場
所
は
、
実
は
そ
う
や
っ
て
下
町
か
ら
焼
け
出
さ
れ
た
人
が
多
い
よ
。

　
祖
父
が
最
初
に
三
茶
で
店
を
開
い
た
頃
に
は
屋
根
は
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
雨
の
日
は
休
み
だ

っ
て
（
笑
）。
昭
和
25
年
（
1
9
5
0
）
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
、
エ
コ
ー
仲
見
世
﹇
C-

9
﹈
が
で
き
た
ん
だ
ね
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
こ
の
は
ん
こ
屋
は
僕
で
三
代
目
。
父
が
母
の
家
業
を
継
い
だ
、
っ
て
い
う
の
が
珍

し
い
か
な
?
　
父
は
も
と
も
と
、
警
察
官
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
戦
前
は
警
察
官
は
み
ん
な
言
う
こ
と
聞
く
か

ら
っ
て
威
張
り
散
ら
し
て
た
み
た
い
だ
け
ど
。
サ
ー
ベ
ル
と
か
持
っ
て
て
ね
。

　
戦
後
の
街
は
荒
れ
て
た
か
ら
ね
ぇ
。
反
乱
み
た
い
な
も
の
も
あ
っ
た
り
。
ヤ
ク
ザ
の
力
も
強
か
っ
た
か

ら
ね
。
も
は
や
ヤ
ク
ザ
が
警
察
み
た
い
な
役
割
を
担
っ
て
た
。
警
察
権
力
は
強
く
な
か
っ
た
ね
。
そ
れ
で
、

危
な
い
か
ら
辞
め
ち
ゃ
お
う
、
っ
て
な
っ
て
。
そ
れ
で
は
ん
こ
屋
を
継
い
だ
ん
だ
な
。

（
ハ
ン
コ
専
門
店 

長
栄
堂
　
岡
野
武
）

終
戦
後
に
上
京
し
て
作
り
上
げ
た
乾
物
屋

　
足
立
商
店
﹇
E-

9
﹈
は
う
ち
の
親
父
が
立
ち
上
げ
た
ん
だ
け
ど
、
親
父
は
元
々
は
兵
庫
県
で
学
校
の
教

師
を
し
て
た
ん
だ
よ
。
だ
け
ど
北
京
に
小
学
校
が
あ
る
っ
て
も
ん
で
、
母
親
と
一
緒
に
赴
任
し
た
ん
だ
。

終
戦
間
際
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
引
き
揚
げ
る
の
に
も
苦
労
し
た
っ
て
言
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
、
昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
に
帰
っ
て
き
て
、
田
舎
へ
戻
る
と
、「
畑
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」「
田

ん
ぼ
は
ど
う
か
」
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
言
わ
れ
た
ら
し
い
ね
。
だ
け
ど
親
父
は
「
い
や
、
俺
は
東
京
行
く
」
と
。



0
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0
8

三
角
地
帯
の
は
じ
ま
り

そ
れ
で
、
三
軒
茶
屋
で
お
店
を
構
え
る
わ
け
。
帰
っ
て
き
た
二
年
後
ぐ
ら
い
の
話
か
な
。

　
こ
こ
十
年
ぐ
ら
い
は
、
店
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
い
ね
。
飲
食
店
な
ん
か
、
み
ん
な
新
し
い
店
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
。
そ
も
そ
も
昭
和
30
年
代
か
ら
、
最
初
は
エ
コ
ー
仲
見
世
に
、
そ
し
て
三
角
地
帯
と
呼
ば
れ
る

一
帯
に
再
開
発
の
話
は
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。
建
物
が
密
集
し
て
い
る
か
ら
、
消
防
署
か
ら
「
火
災
が
起

き
た
ら
大
変
だ
か
ら
、
防
火
壁
な
ど
で
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
開
発
は
あ
ん
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。
大
き
く
変
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
平
成

8
年
（
1
9
9
6
）
に
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
﹇
B-

5
﹈
が
で
き
た
時
か
な
。
タ
ワ
ー
の
中
に
入
る
人
、
お
金

を
も
ら
っ
て
他
の
と
こ
ろ
で
商
売
を
す
る
人
、
引
退
し
て
隠
居
す
る
人
が
い
た
り
ね
。

　
エ
コ
ー
仲
見
世
や
三
角
地
帯
に
も
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
な
ん
と
か
し
よ
う
と
し
た
形
跡
は
あ
る
ん
で
す

よ
。
だ
け
ど
、
こ
の
辺
り
は
地
権
者
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
権
利
関
係
が
複
雑
で
、
ク
リ
ア
し
て
い
こ
う

と
す
る
と
、
な
か
な
か
開
発
し
づ
ら
く
な
る
わ
け
。
最
近
に
な
る
と
、
大
家
さ
ん
…
…
っ
て
言
っ
て
も
、

元
々
そ
こ
で
商
売
を
し
て
た
人
な
ん
だ
け
ど
、
大
家
さ
ん
も
歳
だ
か
ら
、
自
分
で
は
商
売
で
き
な
い
。
店

を
継
ぐ
人
も
い
な
い
か
ら
っ
て
、
引
退
し
ち
ゃ
う
わ
け
ね
。
そ
れ
で
貸
店
舗
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
足
立
商
店
　
足
立
春
夫
）

江
戸
時
代
の
「
大
山
参
り
」
が
三
角
地
帯
の
は
じ
ま
り
?

　
現
在
の
三
軒
茶
屋
周
辺
は
江
戸
時
代
、
畑
が
広
が
る
農
村
地
域
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
こ
の
地
域
が
大
き
く
動
く
の
は
、
江
戸
中
期
で
す
。
庶
民
の
間
で
、
神
奈
川
県
は
伊
勢
原
市
に
そ
び
え

る
霊
山
・
大
山
ま
で
参
拝
す
る
「
大
山
参
り
」
が
爆
発
的
に
流
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
関
東
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
矢
倉
沢
往
還
と
呼
ば
れ
る
古
道
が
、
大
山
道
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
三
軒
茶
屋

の
交
差
点
か
ら
三
角
地
帯
の
北
側
を
走
る
、
世
田
谷
通
り
へ
続
く
道
で
す
。
そ
れ
で
も
江
戸
の
街
中
か
ら

の
参
拝
客
が
絶
え
な
い
た
め
、
大
山
道
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
す
る
大
き
な
道
を
も
う
一
つ
作
り
ま
す
。
そ

の
新
し
い
大
山
道
こ
そ
が
、
三
角
地
帯
の
南
側
を
走
る
国
道
2
4
6
号
線
で
す
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
三

角
地
帯
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
三
角
地
帯
の
ビ
ッ
ク
エ
コ
ー
前
に
あ
る
石
像
﹇
C-

11
﹈、
あ
れ
こ
そ
が
、
活
発
に
大
山
参
り
を
し
て
い
た

名
残
の
道
標
。
正
面
に
は
「
大
山
道
」、
右
側
に
「
二
子
道
」、
左
側
が
「
登
戸
道
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
世
田
谷
区
教
育
委
員
会 

金
谷
匡
高
）
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三
角
地
帯
の
は
じ
ま
り

明
治
か
ら
大
正
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
「
三
軒
茶
屋
」

　
そ
う
し
て
、
三
叉
路
に
建
て
ら
れ
た
三
軒
の
茶
屋
が
「
三
軒
茶
屋
」
の
由
縁
と
も
言
わ
れ
、
三
角
地
帯

の
は
じ
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
三
軒
茶
屋
と
い
い
ま
す
が
、「
三
軒
茶
屋
」
と
い
う
住
所
は
元
々
正

式
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
7
年
（
1
9
3
2
）
に
世
田
谷
区
が
で
き
た
時
に
、
元
々
あ

っ
た
駒
沢
町
か
ら
独
立
す
る
形
で
「
三
軒
茶
屋
町
」
と
な
っ
た
ん
で
す
。
周
辺
に
お
店
が
だ
ん
だ
ん
で
き

て
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
は
、
明
治
後
半
。
陸
軍
の
練
兵
場
が
近
く
に
で
き
た
か
ら
、
と
い
う
こ

と
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
現
在
の
世
田
谷
公
園
）。

　
そ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
の
が
「
玉
川
電
車
」。
三
茶
に
は
今
は
田
園
都
市
線
と
世
田
谷
線
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
か
つ
て
玉
川
電
車
が
直
通
運
転
し
て
い
ま
し
た
。
渋
谷
か
ら
玉
川
（
今
の
二
子
玉
川
駅
）
ま

で
開
業
し
た
の
が
明
治
40
年
（
1
9
0
7
）。
同
時
に
「
三
軒
茶
屋
駅
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
当
初
は
一
般
庶
民
は
あ
ま
り
利
用
せ
ず
、
軍
の
関
係
者
が
渋
谷
か
ら
こ

こ
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
次
第
に
こ
の
周
辺
に
も
軍
関
係
者
が
多
く
住
む
よ
う
な
り
ま
す
。

三
茶
が
本
格
的
に
宅
地
化
し
て
い
く
の
は
、
関
東
大
震
災
の
ち
ょ
っ
と
前
。
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）
ご
ろ
、

太
子
堂
村
の
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
当
時
の
東
京
府
が
府
営
住
宅
を
作
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
こ
の

辺
一
体
の
開
発
が
始
ま
り
、
新
規
居
住
者
の
流
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
過

密
な
都
心
部
を
避
け
て
郊
外
に
家
を
移
す
よ
う
に
な
り
、
三
茶
周
辺
の
宅
地
化
は
加
速
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
に
入
り
戦
中
の
建
物
疎
開
、
空
襲
を
経
て
、
戦
後
を
む
か
え
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

て
栄
え
た
三
軒
茶
屋
も
焦
土
と
化
し
、
日
本
軍
が
持
っ
て
い
た
車
な
ど
が
米
軍
に
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
戦
後
の
移
動
手
段
や
荷
物
の
運
搬
手
段
と
し
て
一
時
期
、
牛
が
復
活
し
た
と
聞
き
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
実
は
、
こ
の
辺
は
も
と
も
と
騎
馬
連
隊
も
あ
り
、
動
物
も
多
か
っ
た
ん
で
す
。
戦
前
の
地

図
を
見
る
と
、
大
山
道
沿
い
の
太
子
堂
や
駒
沢
の
市
場
に
「
牛
馬
つ
な
ぎ
場
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
頃
の
三
軒
茶
屋
周
辺
に
は
牧
場
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
牧
場
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
欧
米
か
ら
入

っ
て
き
て
、
都
心
部
で
盛
ん
な
産
業
と
な
っ
た
も
の
。
し
か
し
そ
の
後
、
い
つ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
金
谷
匡
高
）
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国
道
2
4
6
号
線
と
世
田
谷
通
り
を
つ
な
ぐ
︑
三
角
地
帯
の
先
端
に

位
置
す
る
小
さ
な
ア
ー
ケ
ー
ド
街
﹁
エ
コ
ー
仲
見
世
｣︒
戦
後
か
ら

店
を
構
え
る
老
舗
も
ち
ら
ほ
ら
と
残
る
︑
歴
史
あ
る
商
店
街
だ
︒
中

を
歩
い
て
い
く
と
︑
意
外
と
奥
行
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の

場
所
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
店
子
家
族
が
軒
を
並
べ
て
家
族
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
た
と
い
う
︒
戦
後
︑
焼
け
野
原
に
な
っ
た
三
軒
茶
屋
で
一

か
ら
商
売
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
人
々
の
当
時
の
生
活
模
様
と
は
︒

エ
コ
ー
仲
見
世

Chapter.2
世
田
谷
と
い
え
ば
、
仲
見
世
?

　
仲
見
世
が
ア
ー
ケ
ー
ド
に
な
っ
た
の
は
、
浅
草
の
新
仲
見
世
よ
り
も
早
い
っ
て
聞
い
た
け
ど
ね
。
う
ち

の
タ
カ
ノ
洋
装
店
が
こ
こ
で
商
売
を
始
め
た
の
が
昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
頃
で
、
エ
コ
ー
仲
見
世
が
建

物
に
な
っ
て
商
業
組
合
が
で
き
た
の
が
、
25
年
（
1
9
5
0
）。
そ
の
頃
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
だ
っ
た
か
ら
ね
。

　
そ
の
前
は
、「
百
軒
商
店
街
」
だ
っ
た
ね
。
商
店
街
と
い
っ
て
も
、
体
育
館
み
た
い
な
広
い
空
間
で
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
切
っ
て
商
売
し
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
実
際
に
見
て
な
い
か
ら
、
想
像
だ
け
ど
。

　
三
角
地
帯
で
商
売
を
始
め
た
人
は
、
本
当
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
て
る
よ
ね
。
う
ち
も
そ

う
で
、
こ
の
店
の
初
代
、
ぼ
く
の
父
は
台
湾
人
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
東
京
に
来
て
い
る
う
ち
に
、
戦
争
が
始

ま
っ
て
、
帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
仕
方
が
な
い
か
ら
こ
こ
で
商
売
を
始
め
た
ん
だ
よ
。

　
当
初
は
、
す
ず
ら
ん
通
り
で
パ
チ
ン
コ
屋
を
や
っ
て
た
。
70
坪
も
あ
っ
た
ね
。
だ
け
ど
、
仲
見
世
で
店

を
や
る
の
が
す
ご
く
魅
力
的
だ
っ
た
。「
世
田
谷
と
い
え
ば
仲
見
世
!
」
っ
て
感
じ
だ
っ
た
か
ら
さ
。
こ

ん
な
に
狭
い
店
な
ん
だ
け
ど
、
す
ず
ら
ん
通
り
の
方
は
売
っ
ち
ゃ
っ
て
、
仲
見
世
に
移
っ
て
き
た
、
と
。

（
タ
カ
ノ
洋
装
店
　
高
野
信
雄
）
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仲
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「
お
お
ら
か
」
だ
っ
た
仲
見
世
暮
ら
し

　
う
ち
は
六
人
家
族
だ
っ
た
け
ど
、
全
員
、
店
の
二
階
の
六
畳
の
部
屋
で
寝
て
た
。
自
分
が
高
二
の
頃
、

昭
和
40
年
（
1
9
6
5
）
く
ら
い
ま
で
か
な
。「
住
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
」
と
お
達
し
が
で
て
か
ら
久
し
い
け
ど
、

今
で
も
上
の
部
屋
は
あ
る
よ
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、
下
の
こ
の
店
よ
り
も
綺
麗
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）。

　
そ
の
頃
は
み
ん
な
店
の
二
階
に
住
ん
で
た
ん
だ
よ
。
仲
見
世
の
あ
る
家
族
な
ん
か
は
、
息
子
が
結
婚
す

る
時
「
家
も
な
い
と
こ
ろ
に
嫁
に
や
れ
な
い
!
」
っ
て
向
こ
う
の
家
族
に
言
わ
れ
た
も
ん
だ
か
ら
、
別
の

地
域
に
家
を
買
っ
た
、
な
ん
て
話
も
あ
っ
た
な
。

　
こ
こ
は
今
よ
り
も
も
う
ち
ょ
っ
と
道
が
広
く
て
、
倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
ら
さ
。
ベ
ー
ゴ
マ
で
き
る
ぐ
ら

い
は
あ
っ
た
よ
。
あ
と
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
た
り
、
相
撲
し
た
り
、
喧
嘩
し
た
り
…
…
、
子
ど
も
の
喧

嘩
が
い
つ
の
間
に
か
、
親
同
士
の
喧
嘩
に
な
る
ん
だ
よ
ね
（
笑
）。
こ
の
店
の
向
か
い
に
、
青
木
屋
﹇
D-

10
﹈

っ
て
い
う
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
そ
こ
に
行
く
の
も
楽
し
み
だ
っ
た
な
ぁ
。

　
そ
れ
で
ね
、
さ
っ
き
ぼ
く
が
「
こ
こ
に
高
二
の
頃
ま
で
住
ん
で
た
」
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
出
た
と

き
に
何
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
放
火
な
ん
だ
よ
!
　
し
か
も
、
自
分
が
修
学
旅
行
に
行
っ
て
る
時
だ
よ
。

帰
っ
て
き
た
ら
、
焼
け
て
る
の
。
今
ビ
ッ
ク
エ
コ
ー
﹇
C-

10
﹈
が
あ
る
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
が
協
和
銀
行
だ

っ
た
ん
だ
け
ど
。
銀
行
の
屋
上
か
ら
水
を
必
死
で
撒
い
て
、
全
焼
は
免
れ
た
ん
だ
け
ど
。

　
ま
ぁ
あ
の
当
時
は
、
み
ん
な
鍵
も
か
け
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
お
お
ら
か
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
喧
嘩
も
日

常
茶
飯
事
。
店
の
上
で
寝
て
る
時
も
、
誰
か
が
酔
っ
払
っ
て
仲
見
世
で
喧
嘩
し
て
る
の
。
ヤ
ク
ザ
も
多
か

っ
た
ね
。
通
り
か
か
っ
て
は
ヒ
ョ
イ
っ
て
、
黙
っ
て
物
持
っ
て
い
く
の
。
親
父
は
屈
し
な
か
っ
た
け
ど
ね
。

「
お
い
、
お
金
に
困
っ
て
る
ん
だ
っ
た
ら
言
え
よ
!
　
原
価
で
持
っ
て
っ
て
い
い
か
ら
」
っ
て
さ
。

（
高
野
信
雄
）

な
ん
で
も
揃
う
「
便
利
な
街
」
は
、「
飲
み
屋
街
」
へ

　
ス
ー
パ
ー
が
で
き
て
仲
見
世
も
変
わ
っ
て
き
た
。
大
規
模
小
売
店
舗
法
で
小
売
店
は
守
ら
れ
て
き
た
ん

だ
け
ど
、
平
成
12
年
（
2
0
0
0
）
に
廃
止
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
。
時
代
の
流
れ
か
な
。
日
常
品
な
ら
な
ん
で

も
揃
う
、
ま
さ
に
「
街
」
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
今
は
飲
食
店
じ
ゃ
な
い
と
テ
ナ
ン
ト
が
入
ら
な
い
か
ら
ね
。

　
三
角
地
帯
っ
て
今
は
駒
の
湯
の
あ
た
り
ま
で
そ
う
呼
ば
れ
て
る
の
?
　
こ
ん
な
に
広
い
ん
だ
。
自
分
た
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ち
の
感
覚
で
は
、（
エ
コ
ー
仲
見
世
の
西
側
の
路
地
あ
た
り
を
指
し
）
こ
の
辺
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

　
昔
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
だ
か
で
、「
三
茶
の
パ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ン
」
だ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
、
大
笑
い
し
た
こ

と
が
あ
る
な
。
ち
ょ
っ
と
ア
ン
グ
ラ
な
雰
囲
気
も
あ
っ
た
し
ね
（
笑
）。

（
岡
野
武
）

ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
は
草
野
球

　
昔
は
仲
見
世
の
み
ん
な
で
組
ん
だ
、
野
球
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
あ
の
頃
の
職
場
は
、
安
い
給
料

で
た
く
さ
ん
の
人
を
雇
っ
た
り
で
き
た
か
ら
ね
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
そ
こ
に
い
て
さ
。
経
理
と
か
、
や

る
こ
と
を
パ
パ
っ
て
や
っ
て
、「
今
日
は
草
野
球
行
っ
て
く
る
わ
!
」
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
た

ん
だ
け
ど
。
今
は
一
人
当
た
り
の
仕
事
が
増
え
て
い
る
か
ら
、
や
り
づ
ら
く
な
っ
た
よ
ね
。

　
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
た
時
、
効
率
が
良
く
な
っ
て
、
時
間
が
余
る
、
と
か
言
っ
て
た
け
ど
さ
ぁ
。
効
率
化

し
て
余
っ
た
時
間
を
営
業
に
回
し
た
り
し
て
、
逆
に
競
争
が
増
え
た
と
思
う
ん
だ
よ
。

（
足
立
春
夫
）

み
ん
な
が
大
家
族
み
た
い
に
生
き
て
い
た

　
昔
は
み
ん
な
、
千
代
の
湯
﹇
G-

6
﹈
に
入
っ
た
も
ん
だ
。
三
茶
小
路
飲
食
店
街
﹇
E-

7
﹈
に
あ
っ
た
「
ど

ん
ぐ
り
山
荘
」
の
店
主
と
か
ね
。
山
登
り
が
好
き
で
、
山
男
だ
っ
た
。
ロ
ッ
テ
フ
ァ
ン
同
士
、
意
気
投
合

し
て
ね
。
い
わ
ゆ
る
お
か
ま
バ
ー
の
マ
マ
の
と
り
さ
ん
も
よ
く
風
呂
場
で
見
か
け
た
な
。
本
当
に
、
み
ん

な
家
族
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
。
み
ん
な
亡
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
店
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

　
今
、
モ
ロ
ッ
コ
料
理
屋
が
あ
る
と
こ
ろ
。
あ
そ
こ
は
金
魚
屋
﹇
D-

10
﹈
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
元
々
お
茶
屋

さ
ん
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
釣
り
が
好
き
す
ぎ
て
、
金
魚
を
売
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
な
。

　
そ
う
そ
う
、
仲
見
世
の
草
野
球
も
あ
っ
た
よ
ね
。
う
ち
の
親
父
が
監
督
や
っ
て
、
仲
見
世
の
み
ん
な
で

野
球
や
っ
た
り
し
て
た
ね
。
そ
れ
で
、
商
店
街
同
士
が
戦
う
ん
だ
。
チ
ー
ム
名
?
「
ナ
カ
ミ
セ
」
だ
よ

（
笑
）。
昔
の
南
海
み
た
い
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
や
っ
て
た
な
。

（
岡
野
武
）
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通
行
量
が
1
0
0
0
倍
く
ら
い
あ
っ
た

　
私
は
実
は
、
生
ま
れ
は
福
岡
な
ん
で
す
。
昭
和
41
年
（
1
9
6
6
）
頃
、
就
職
で
こ
の
店
に
来
た
ク
チ

で
す
ね
。
で
、
こ
こ
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
（
笑
）。
話
を
す
る
の
が
好
き
だ
か
ら
、
接
客
し

な
が
ら
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
顧
客
が
い
っ
ぱ
い
で
き
て
。
も
う
辞
め
た
く
て
も
辞
め
ら
れ
な
い
!

　
そ
の
頃
は
人
通
り
も
多
く
て
ね
。
こ
こ
は
駅
と
駅
の
間
だ
っ
た
か
ら
、
駅
の
乗
り
換
え
の
時
に
エ
コ
ー

仲
見
世
を
突
っ
切
る
人
が
多
く
て
。
今
の
、
何
百
倍
、
千
倍
は
人
が
い
た
の
よ
!
　
そ
う
な
る
と
、
店
も

自
然
と
繁
盛
す
る
で
し
ょ
。
も
う
ね
、
店
頭
に
さ
、
何
を
置
い
て
も
誰
か
が
買
っ
て
く
れ
た
よ
。

（
タ
カ
ノ
洋
装
店 

高
野
廣
子
）

お
店
の
二
階
に
住
む
祖
父
を
た
ず
ね
て

　
さ
っ
き
も
ス
ー
パ
ー
の
話
を
し
た
け
ど
、
今
こ
の
へ
ん
は
す
っ
か
り
飲
食
店
が
多
く
な
っ
た
ね
。
昔
は

こ
こ
で
な
ん
で
も
売
っ
て
た
。
惣
菜
屋
の
他
に
洋
服
屋
、
化
粧
品
屋
と
か
、
日
用
品
を
売
っ
て
た
り
。

　
お
も
ち
ゃ
の
青
木
屋
さ
ん
が
生
き
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
面
白
い
話
聞
け
る
ん
だ
け
ど
な
。
あ
の
人
は
商

店
街
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
る
生
き
字
引
で
、
人
気
者
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
時
は
、
青
木
さ
ん
の

と
こ
ろ
で
プ
ラ
モ
デ
ル
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
ね
。
こ
の
辺
で
育
っ
た
人
は
み
ん
な
覚
え
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

　
実
は
こ
こ
、
昔
は
階
段
が
あ
っ
た
。
店
や
っ
て
る
人
は
み
ん
な
家
族
で
上
に
住
ん
で
た
け
ど
、
う
ち
は

祖
父
だ
け
が
住
ん
で
て
、
ち
っ
ち
ゃ
い
頃
は
、
遊
び
に
行
く
よ
う
な
感
じ
で
こ
こ
に
来
て
た
な
。
世
田
谷

の
「
街
」
と
い
え
ば
三
茶
だ
っ
た
し
ね
。

　
一
番
最
初
は
、
今
の
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
﹇
D-

10
﹈
が
あ
る
あ
た
り
、
2
4
6
沿
い
が
う
ち
の
店
だ
っ

た
。
今
よ
り
広
か
っ
た
け
ど
、「
は
ん
こ
屋
さ
ん
だ
か
ら
、
狭
く
て
も
い
い
よ
ね
?
」「
あ
あ
、
い
い
よ
い

い
よ
!
」
っ
て
こ
ん
な
狭
い
店
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
昔
は
な
ん
で
も
、
い
い
加
減
だ
っ
た
か
ら
ね
ぇ
（
笑
）。

（
岡
野
武
）
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ゆ
う
ら
く
通
り

三
角
地
帯
に
は
︑
戦
後
の
闇
市
を
思
わ
せ
る
︑
細
く
デ
ィ
ー
プ
な
路

地
が
二
本
延
び
て
い
る
︒
ゆ
う
ら
く
通
り
﹇
E-

9
﹈
に
は
全
体
的

に
渋
い
飲
み
屋
が
軒
を
連
ね
︑
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
あ
た
り
の
開
け

た
雰
囲
気
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
︒

こ
の
場
所
は
︑
通
り
の
名
前
の
と
お
り
﹁
ゆ
う
ら
く
﹂
が
紡
い
で
き

た
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
た
︒

ゆ
う
ら
く
通
り

Chapter.3
ゆ
う
ら
く
、「
遊
び
」
の
街

　
足
立
商
店
が
あ
っ
た
ゆ
う
ら
く
通
り
。
あ
ん
な
狭
い
と
こ
ろ
に
、
パ
チ
ン
コ
屋
が
ひ
し
め
い
て
、
ス
マ

ー
ト
ボ
ー
ル
や
釣
り
堀
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ま
さ
に
「
遊
楽
」、
遊
び
の
街
だ
っ
た
ね
。

　
昔
の
駅
前
あ
た
り
に
は
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ん
か
も
あ
っ
た
り
し
て
ね
。
三
茶
だ
か
ら
、「
チ
ャ
バ
レ
ー
」

な
ん
て
言
っ
て
た
け
ど
（
笑
）。
そ
こ
で
八
代
亜
紀
が
歌
っ
て
た
っ
て
。
こ
こ
か
ら
芸
能
関
係
の
人
に
引

っ
張
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
っ
て
思
う
ん
だ
け
ど
。
ま
ぁ
、
そ
う
い
う
街
だ
っ
た
ね
。

（
足
立
春
夫
）

裏
に
も
う
一
本
あ
っ
た
路
地

　
小
学
校
に
上
が
る
前
く
ら
い
ま
で
は
、
ゆ
う
ら
く
通
り
に
あ
っ
た
店
の
上
に
住
ん
で
た
ね
。
み
ん
な
が

こ
こ
に
住
ん
で
た
時
は
、
店
の
裏
に
も
う
一
筋
道
﹇
E-

10
﹈
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
汲
み
取
り
式
便
所
の
、



2
3

2
2

ゆ
う
ら
く
通
り

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
ホ
ー
ス
を
通
す
た
め
の
道
で
さ
。
今
も
そ
の
名
残
は
あ
る
よ
。
み
ん
な
、
店
を
増
築

し
た
か
ら
道
と
い
う
道
で
は
な
く
な
っ
て
る
け
ど
、
屋
根
と
屋
根
の
間
に
隙
間
が
残
っ
て
て
さ
。

　
公
衆
ト
イ
レ
﹇
F-

7
﹈
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
っ
ち
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
。
み
ん
な
が
同

じ
ト
イ
レ
を
使
っ
て
た
わ
け
だ
。
街
が
一
つ
の
大
き
な
世
帯
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ね
ぇ
。

（
足
立
春
夫
）

み
ん
な
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
な
、
お
お
ら
か
な
町

　
夫
は
元
々
、
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ
ー
の
会
社
員
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
お
義
父
さ
ん
が
毎
朝
40
分

ぐ
ら
い
電
話
を
か
け
て
き
て
、
足
立
商
店
を
継
ぐ
よ
う
に
説
得
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。「
そ
ん
な
会
社
潰
れ

る
ぞ
!
」
っ
て
。
後
に
本
当
に
潰
れ
る
ん
で
す
が
（
笑
）。

　
昭
和
57
年
（
1
9
8
2
）
頃
で
し
ょ
う
か
、
引
っ
越
し
て
き
た
時
に
は
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
の
あ
た

り
は
畑
で
し
た
ね
。
病
院
が
一
軒
あ
る
ぐ
ら
い
で
。

　
太
子
堂
の
目
青
不
動
の
あ
た
り
か
ら
、
オ
ム
ツ
を
は
い
た
一
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
が
棒
を
振
り
回
し
て

三
角
地
帯
の
方
ま
で
歩
い
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）。
そ
れ
ぐ
ら
い
お
お
ら
か
な
町
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。
店
の
鍵
も
開
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
も
泥
棒
も
入
っ
て
こ
な
い
し
。
隣
の
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き

て
も
気
に
し
な
い
。
ま
さ
に
家
族
の
よ
う
な
、
の
ど
か
な
感
じ
で
し
た
ね
。
子
ど
も
も
、
み
ん
な
で
面
倒

を
見
る
と
い
う
か
。
子
ど
も
の
顔
を
見
て
、
ど
こ
の
家
の
子
だ
っ
て
、
み
ん
な
わ
か
り
ま
し
た
か
ら
ね
。

　
今
の
三
角
地
帯
は
、
新
し
い
飲
み
屋
さ
ん
ば
か
り
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
昔
は
助
け
合
い
だ
っ
た

り
、
取
り
決
め
が
あ
っ
た
け
ど
、
そ
う
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
今
は
個
々
が
勝
手
に
や
っ

て
い
る
、
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
こ
と
で
す
が
。

（
足
立
商
店
　
足
立
晃
巳
）

昭
和
、
平
成
、
令
和
。
飲
む
店
も
移
り
変
わ
る

　
こ
の
店
は
も
う
40
年
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
周
り
に
あ
っ
た
お
店
の
多
く
は
辞
め
た
り
変
わ
っ
た
り
さ

れ
て
ま
す
ね
。
建
物
は
古
い
ま
ま
だ
か
ら
分
か
り
づ
ら
い
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
新
し
い
お
店
。

　
た
と
え
ば
全
盛
さ
ん
﹇
D-

8
﹈
な
ん
か
は
、
今
は
息
子
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
居
酒
屋
と
し
て
や
っ
て
ま
す



2
5

2
4

ゆ
う
ら
く
通
り

け
ど
、
ご
両
親
が
や
っ
て
た
頃
は
と
っ
て
も
人
気
の
あ
る
鰻
屋
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
の
辺
の
お
店

じ
ゃ
、
い
ち
ば
ん
古
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
土
用
の
丑
の
日
に
な
る
と
も
の
す
ご
く
並
ん
で
い
て
、

す
ぐ
売
り
切
れ
ち
ゃ
う
か
ら
、
私
は
取
り
置
き
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　
今
こ
の
辺
で
飲
み
に
行
く
な
ら
「
ま
さ
」
が
い
い
で
す
よ
。
も
う
20
年
以
上
や
っ
て
ま
す
か
ね
。
店
主

が
と
っ
て
も
良
い
人
で
、
う
ち
の
マ
ス
タ
ー
が
で
き
な
い
こ
と
を
全
部
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
弟
分
。
マ

ス
タ
ー
は
料
理
以
外
の
こ
と
は
本
当
に
何
も
で
き
な
い
人
で
、
お
店
の
看
板
の
電
球
を
取
り
替
え
る
の
だ

っ
て
ま
さ
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
る
ん
だ
か
ら
。

（
き
ゃ
ら 

松
井
篤
子
）

飲
み
仲
間
の
集
ま
り
も
、
は
や
20
年

　
き
ゃ
ら
の
マ
ス
タ
ー
は
俺
の
兄
貴
分
な
ん
だ
。
う
ち
の
店
を
は
じ
め
た
こ
ろ
か
ら
の
付
き
合
い
だ
か
ら
、

大
体
20
年
く
ら
い
に
な
る
の
か
な
ぁ
。

　
今
日
は
同
級
生
の
お
母
さ
ん
が
お
店
に
来
て
く
れ
て
る
ん
だ
け
ど
、
昔
す
ご
く
世
話
に
な
っ
た
人
な
ん

だ
よ
。
小
学
生
の
頃
、
近
所
に
住
ん
で
た
父
子
家
庭
の
俺
に
「
い
つ
で
も
ご
飯
食
べ
に
来
な
さ
い
」
っ
て

言
っ
て
気
に
か
け
て
く
れ
て
、
よ
く
晩
ご
飯
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
た
ん
だ
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
今
じ

ゃ
お
客
さ
ん
と
し
て
お
店
に
来
て
く
れ
て
、
料
理
を
出
せ
る
っ
て
の
は
嬉
し
い
よ
ね
。

（
ま
さ 

秋
元
雅
也
）

溜
ま
り
場
は
同
級
生
の
店

　「
ま
さ
」
の
店
主
は
、
駒
沢
中
の
同
級
生
!
　
だ
か
ら
み
ん
な
で
毎
週
の
よ
う
に
こ
こ
に
溜
ま
っ
て
る
の
。

　
で
も
こ
の
辺
っ
て
、
俺
た
ち
が
学
生
の
頃
、
40
年
く
ら
い
前
と
か
、
も
の
す
ご
い
怪
し
げ
な
雰
囲
気
で

と
て
も
入
っ
て
い
け
る
よ
う
な
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
何
が
危
な
い
と
か
禁
止
さ
れ
て
た
と
か

じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、
す
っ
げ
ぇ
怖
い
と
こ
っ
て
感
じ
て
た
よ
。
最
近
は
若
い
人
も
来
や
す
い
場
所
に
な

っ
て
る
よ
ね
。
俺
は
こ
の
店
に
し
か
来
な
い
か
ら
他
の
店
を
あ
ん
ま
り
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。（

ま
さ 

客
）



2
7

3
番
街

2
6

三
角
地
帯
の
も
う
一
本
の
路
地
︑
3
番
街
﹇
E-

10
﹈︒
同
じ
く
デ
ィ

ー
プ
な
通
り
で
は
あ
る
が
︑
中
に
は
若
者
も
入
り
や
す
い
よ
う
な
︑

今
風
の
店
も
増
え
て
い
る
︒
新
旧
の
三
軒
茶
屋
ら
し
さ
が
混
じ
り
合

っ
た
雰
囲
気
の
中
に
︑
創
業
当
初
か
ら
変
わ
っ
て
な
い
で
あ
ろ
う
店

構
え
の
豆
屋
も
︒
路
地
と
路
地
に
挟
ま
れ
た
三
角
地
帯
の
ど
真
ん
中

に
入
り
込
ん
で
い
こ
う
︒

Chapter.4
昼
か
ら
デ
ィ
ー
プ
な
、
眠
ら
ぬ
ス
ナ
ッ
ク

　
こ
こ
は
昼
間
に
オ
ー
プ
ン
し
て
だ
ら
だ
ら
飲
ん
だ
り
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
な
場
所
…
…

い
わ
ゆ
る
「
昼
ス
ナ
ッ
ク
」
と
し
て
マ
マ
が
始
め
た
。
昼
の
時
間
っ
て
デ
ィ
ー
プ
で
、
面
白
い
で
す
よ
。

そ
れ
で
、
8
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
も
う
ひ
と
り
の
ス
タ
ッ
フ
と
僕
が
夜
に
お
店
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
昼

で
も
夜
で
も
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
こ
こ
ら
辺
じ
ゃ
早
い
時
間
か
ら
飲
ん
で
て
も
、
な
ん
だ
か
ん

だ
で
知
ら
な
い
人
と
盛
り
上
が
っ
て
、
そ
れ
で
結
局
朝
に
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
よ
ね
。

　
僕
自
身
は
も
と
も
と
こ
の
辺
で
よ
く
飲
ん
で
る
客
の
ひ
と
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
マ
マ
に
誘
わ
れ
て
夜

に
立
ち
は
じ
め
て
。
働
き
は
じ
め
て
か
ら
知
っ
た
け
ど
、
同
じ
3
番
街
の
鳥
ひ
ろ
﹇
D-

8
﹈
の
店
主
は
僕

と
出
身
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
り
し
て
、
こ
こ
に
も
た
ま
に
遊
び
に
来
て
く
れ
て
ま
す
。
世
間
は
狭
い
な
あ

っ
て
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
所
だ
よ
ね
。

（
某
ス
ナ
ッ
ク 

ス
タ
ッ
フ
）

3
番
街



2
9

2
8

3
番
街

ま
た
こ
こ
で
会
い
ま
し
ょ
う
!

　
こ
こ
に
来
る
の
は
2
回
目
な
ん
だ
け
ど
、
す
で
に
三
角
地
帯
の
ホ
ー
ム
っ
て
感
じ
（
笑
）。
お
店
に
立

っ
て
る
マ
ス
タ
ー
の
ゆ
る
〜
い
安
心
感
が
あ
っ
て
。
お
客
さ
ん
同
士
の
距
離
感
も
め
っ
ち
ゃ
良
い
ん
で
す

よ
ね
。

　
あ
る
夜
の
メ
ン
バ
ー
は
、
翌
日
入
籍
す
る
初
婚
カ
ッ
プ
ル
と
秘
密
の
関
係
の
初
デ
ー
ト
カ
ッ
プ
ル
（
と

私
た
ち
若
者
2
人
組
）。
2
組
は
50
代
の
大
人
で
、
お
姉
さ
ん
た
ち
が
恋
愛
観
と
か
人
生
論
を
熱
く
語
っ
て

く
れ
て
、
そ
れ
が
す
っ
ご
く
パ
ワ
フ
ル
だ
し
幸
せ
そ
う
で
、
元
気
を
も
ら
っ
た
夜
だ
っ
た
な
…
…
。

　
で
、
ま
た
飲
も
う
ね
っ
て
約
束
は
す
る
ん
だ
け
ど
、
連
絡
先
を
交
換
す
る
わ
け
で
も
な
く
「
ま
た
こ
こ

で
!
」
っ
て
一
期
一
会
を
楽
し
む
の
が
心
地
よ
く
て
、
飲
み
歩
く
面
白
さ
だ
な
あ
っ
て
気
が
し
ま
す
。

（
某
ス
ナ
ッ
ク 

客
・
20
代
女
性
）

飲
み
は
じ
め
は
、
お
茶
目
な
焼
き
鳥
屋
さ
ん
か
ら

　
こ
の
辺
で
は
し
ご
す
る
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
時
間
か
ら
開
い
て
る
「
鳥
ひ
ろ
」
で
飲
み
は
じ
め
る

の
が
お
す
す
め
か
な
!
　
た
だ
、
こ
の
間
は
15
時
ぐ
ら
い
に
“
営
業
中
”
の
札
が
出
て
た
の
で
入
ろ
う
と

し
た
ら
、
単
純
に
変
え
忘
れ
て
た
み
た
い
で
「“
準
備
中
”
に
裏
返
し
て
お
い
て
!
」
っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ

い
ま
し
た
け
ど
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
、
16
時
半
か
17
時
ぐ
ら
い
に
開
く
の
か
な
。

　
と
に
か
く
ご
主
人
が
お
茶
目
で
素
敵
な
ん
で
す
よ
。
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
人
だ
か
ら
、
ひ
と
り
で
も

気
軽
に
寄
れ
る
の
が
良
い
ん
で
す
よ
ね
。
美
味
し
い
焼
き
鳥
を
つ
ま
み
に
早
め
の
時
間
か
ら
さ
く
っ
と
飲

め
ま
す
。
で
も
一
つ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
て
座
る
か
ら
、
な
ん
だ
か
ん
だ
そ
の
場
に
い
る

み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
る
こ
と
が
多
い
。
混
ん
で
て
入
れ
な
い
か
な
、
と
思
っ
て
も
声
を
か
け
て
み
た

ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
ま
で
席
を
作
っ
て
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）。

（
鳥
ひ
ろ 

客
・
30
代
女
性
）



31

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、
そ
し
て
三
元
ビ
ル

3
0

お
気
に
入
り
の
お
豆
屋
さ
ん

　
こ
の
辺
に
住
ん
で
る
ん
で
す
け
ど
、
お
昼
の
三
角
地
帯
っ
て
あ
ん
ま
り
立
ち
寄
ら
な
い
な
ぁ
と
思
っ
て
、

な
ん
と
な
く
仲
見
世
の
方
か
ら
狭
い
路
地
に
入
っ
て
み
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
い
か
に
も
老
舗
な
「
豆
商

は
た
の
」﹇
D-

9
﹈
が
あ
っ
て
、
個
人
的
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
発
見
っ
て
感
じ
で
し
た
。

　
こ
こ
で
買
え
る
豆
の
お
や
つ
が
本
当
に
美
味
し
く
て
、
私
は
甘
納
豆
を
必
ず
買
っ
て
帰
り
ま
す
。
袋
に

つ
い
て
る
手
書
き
の
商
品
名
の
付
箋
が
良
い
味
を
出
し
て
る
し
、
包
み
紙
の
デ
ザ
イ
ン
も
可
愛
ら
し
い
か

ら
手
土
産
に
買
っ
た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
通
っ
ぽ
く
な
い
で
す
か
?

　
お
店
の
こ
と
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
て
店
頭
の
お
母
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
み
た
ん
で
す
け
ど
、
創
業

70
年
く
ら
い
で
、
神
奈
川
の
秦
野
市
出
身
の
お
父
さ
ん
が
は
じ
め
ら
れ
た
ん
だ
と
か
。
店
名
の
由
来
も
そ

こ
か
ら
き
て
い
る
み
た
い
で
す
。
お
母
さ
ん
は
か
れ
こ
れ
50
年
は
立
ち
続
け
て
る
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

　
3
番
街
の
突
き
当
た
り
に
〈
世
田
谷
線
→
〉
っ
て
手
書
き
の
看
板
﹇
D-

8
﹈
が
あ
る
の
知
っ
て
ま
す
?
　

そ
れ
、
お
母
さ
ん
い
わ
く
「
う
ち
の
次
男
が
書
い
た
み
た
い
」
っ
て
。
そ
れ
も
ま
た
発
見
で
し
た
。

（
近
隣
在
住
・
20
代
女
性
）

三
角
地
帯
を
し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と
︑
蔦
が
巻
き
つ
き
年
季
の
入
っ

た
ト
タ
ン
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
︒
よ
く
見
る
と
扉
が
あ
り
︑
銭
湯
の
入
口

と
あ
る
︒
飲
み
屋
街
の
只
中
に
︑
銭
湯
と
は
…
…
︒
不
思
議
に
思
い
な

が
ら
世
田
谷
線
方
面
へ
足
を
進
め
る
と
︑
今
度
は
﹁
三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
﹂

の
看
板
が
︒
三
茶
に
︑
映
画
館
?
　
そ
ん
な
生
活
文
化
の
痕
跡
が
た
し

か
に
残
る
二
つ
の
物
件
を
あ
と
に
さ
ま
よ
う
と
︑
路
地
の
奥
に
大
き
な

ビ
ル
が
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
︒ 

都
市
伝
説
め
い
た
噂
も
絶
え
な
い
︑

三
元
ビ
ル
︒
最
上
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
・a-bridge

か
ら
は
︑
隙
間
な

く
並
ん
だ
三
角
地
帯
の
屋
根
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
こ
で
は
︑

少
し
外
側
か
ら
眺
め
た
三
角
地
帯
の
話
を
う
か
が
っ
た
︒

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、

そ
し
て
三
元
ビ
ル

Chapter.5



3
3

3
2

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、
そ
し
て
三
元
ビ
ル

三
角
地
帯
の
み
ん
な
の
湯

　
大
学
生
の
時
、
サ
ウ
ナ
に
も
よ
く
行
っ
て
た
ね
。
三
元
ビ
ル
﹇
D-

7
﹈
が
ま
だ
新
し
い
頃
、
上
の
方
に

サ
ウ
ナ
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
あ
、
千
代
の
湯
?
　
あ
そ
こ
は
も
う
し
ば
ら
く
や
っ
て
な
い
ね
。
や
め
ち
ゃ
っ
た
か
な
。
千
代
の
湯
は

休
み
の
日
以
外
は
毎
日
通
っ
て
た
ね
。
姉
ち
ゃ
ん
が
気
に
入
っ
て
く
れ
て
、
回
数
券
を
お
ま
け
し
て
く
れ

た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
を
く
れ
た
り
し
た
ん
だ
よ
。

　
仕
事
中
に
さ
、
ふ
ら
っ
と
抜
け
て
さ
。
店
番
は
カ
ミ
さ
ん
に
任
せ
て
ね
。「
風
呂
行
っ
て
く
る
よ
!
」

っ
て
ね
。
す
る
と
み
ん
な
、
自
然
と
同
じ
時
間
に
来
て
る
わ
け
。
み
ー
ん
な
、
座
る
と
こ
ろ
が
決
ま
っ
て

て
さ
。
そ
の
位
置
じ
ゃ
な
い
と
落
ち
着
い
て
話
せ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
脱
衣
所
の
ロ
ッ
カ
ー
も
な
ん
と
な
く

決
め
て
て
さ
。
そ
れ
で
、
夏
な
ん
か
パ
ン
ツ
一
丁
で
来
る
や
つ
と
か
い
た
よ
（
笑
）。
も
う
ね
、
ほ
と
ん

ど
家
の
風
呂
だ
よ
ね
。
千
代
の
湯
は
家
の
一
部
だ
っ
た
ん
だ
な
。

（
岡
野
武
）

銭
湯
裏
の
細
い
路
地
に
て

　
三
角
地
帯
、
昼
は
、
な
か
な
か
来
な
い
で
す
よ
ね
。
夜
の
、
そ
れ
こ
そ
夜
が
ふ
け
た
頃
、
三
角
地
帯
に

辿
り
着
く
頃
に
は
、
記
憶
は
な
か
っ
た
り
…
…
。

　
ど
う
し
て
も
飲
食
店
が
派
手
で
目
立
つ
け
れ
ど
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
や
っ
て
る
お
店
の
「
ピ
カ
ソ
」

﹇
I-

7
﹈
だ
っ
た
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ザ
﹇
H-

5
﹈
と
か
チ
ェ
ー
ン
の
お
店
も
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
や

っ
ぱ
り
店
を
営
ま
れ
る
人
も
多
く
住
ん
で
い
る
か
ら
、
梱
包
屋
さ
ん
や
実
用
品
店
の
需
要
も
あ
る
も
の
で
。

古
い
銭
湯
の
裏
あ
た
り
の
エ
リ
ア
で
す
。

　
あ
と
、
屋
台
の
よ
う
な
花
屋
さ
ん
の
「
花
吾
屋
」﹇
F-

4
﹈
さ
ん
。
季
節
の
お
花
を
買
い
に
行
き
ま
す
ね
。 

花
や
植
物
、
関
わ
り
方
を
つ
か
め
ば
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。
最
近
は
家
で
、
一
度
調
理
し
た
豆
苗
を
再

生
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
近
隣
在
住
の
画
家
　
横
山
雄
）



3
5

3
4

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、
そ
し
て
三
元
ビ
ル

地
元
初
の
、
珍
し
い
銭
湯

　
戦
後
の
資
料
を
見
る
と
、
千
代
の
湯
と
、
栄
通
り
商
店
街
に
あ
る
弘
善
湯
は
経
営
者
が
一
緒
で
あ
る
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
戦
前
、
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）
に
千
代
の
湯
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
後
、
戦

争
を
挟
ん
で
昭
和
20
年
代
に
弘
善
湯
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
銭
湯
は
こ
の
よ
う
に
家
族
経
営
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
石
川
県
や
富
山
県
、
新
潟
県
と
い
っ
た
北
陸
地

域
か
ら
、
出
稼
ぎ
の
よ
う
な
形
で
東
京
へ
来
て
銭
湯
を
開
く
方
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
銭
湯

事
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
親
族
を
呼
び
寄
せ
る
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
し
か
し
資
料
に
よ
る
と
、
千
代
の
湯
は
三
茶
エ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
方
が
最
初
に
経
営
を
始
め
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
は
東
京
で
は
少
し
珍
し
い
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
金
谷
匡
高
）

映
画
館
の
密
集
地
帯
で
も
あ
っ
た

　
三
茶
っ
て
い
う
の
は
な
ん
て
っ
た
っ
て
、「
世
田
谷
と
い
え
ば
三
茶
!
」
と
い
う
よ
う
な
街
だ
っ
た
か

ら
ね
。
大
学
生
の
時
に
も
行
っ
て
た
な
、
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
を
見
に
。
2
4
6
沿
い
に
も
三
軒
茶
屋
映
画
劇

場
﹇
F-

8
﹈
が
あ
っ
た
け
ど
、
僕
は
中
央
劇
場
﹇
H-

4
﹈
派
だ
っ
た
な
。
あ
そ
こ
は
い
ろ
ん
な
映
画
を
三
本

立
て
で
や
っ
て
て
、
よ
か
っ
た
ね
ぇ
。
お
客
さ
ん
も
あ
ん
ま
り
入
っ
て
な
い
か
ら
、
夏
場
な
ん
か
は
最
後
、

ク
ー
ラ
ー
を
消
さ
れ
た
り
し
た
け
ど
さ
（
笑
）。
三
軒
茶
屋
シ
ネ
マ
﹇
F-

4
﹈
は
、
今
も
看
板
が
残
っ
て
る
ね
。

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
に
「
設
備
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
っ
て
こ
と
で
、
や
め
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。
支
配
人

は
ま
だ
あ
そ
こ
を
事
務
所
に
し
て
、
映
画
の
仕
事
を
し
て
い
る
は
ず
だ
よ
。

　
あ
、
そ
う
い
え
ば
世
田
谷
通
り
沿
い
の
大
東
京
信
用
組
合
の
地
下
が
映
画
館
だ
っ
た
ん
だ
よ
。「
三
軒

茶
屋
大
映  

」﹇
D-

5
﹈
だ
っ
た
か
な
あ
。
よ
く
子
ど
も
の
頃
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
て
た
な
。
に
し
て
も
、
こ

こ
に
映
画
館
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
誰
も
話
さ
な
い
よ
ね
。
み
ん
な
覚
え
て
な
い
ん
だ
な
。

　
こ
ん
な
狭
い
三
角
地
帯
に
、
4
つ
も
映
画
館
が
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
面
白
い
ね
。

（
岡
野
武
）



3
7

3
6

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、
そ
し
て
三
元
ビ
ル

三
元
ビ
ル
の
謎
と
人
情

　
こ
の
辺
り
が
変
わ
っ
た
の
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
た
の
が
大
き
い
よ
。
バ
ブ
ル
の
時
に

ね
、
世
田
谷
の
土
地
を
売
っ
て
さ
。
そ
れ
で
郊
外
の
方
に
家
を
建
て
る
人
が
多
か
っ
た
。
売
価
の
半
分
で

家
が
建
つ
ん
だ
も
ん
。
売
り
時
だ
わ
な
。
そ
の
跡
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
わ
け
。
そ
れ
ま
で
は
だ
い
た

い
住
ん
で
る
人
が
わ
か
っ
た
も
の
だ
け
ど
さ
。
全
然
顔
も
知
ら
な
い
若
い
人
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ

て
ね
。
そ
れ
で
、
玄
関
の
鍵
を
閉
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り
。
す
っ
か
り
雰
囲
気
が
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
。

　
三
元
ビ
ル
に
出
入
り
が
多
か
っ
た
の
だ
け
ど
…
…
昔
は
こ
の
街
は
ヤ
ク
ザ
も
多
く
い
た
。
も
ち
ろ
ん
怖

い
け
ど
、
今
思
う
と
人
間
味
が
あ
る
と
い
う
か
。
子
ど
も
に
「
ち
ゃ
ん
と
勉
強
は
し
ろ
よ
」
と
か
「
親
を

悲
し
ま
せ
る
な
よ
」
と
か
言
っ
て
き
た
り
し
て
ね
（
笑
）。

　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
が
で
き
て
か
ら
、
な
ぜ
か
ヤ
ク
ザ
が
い
な
く
な
っ
て
、
そ
の
代
わ
り
、
チ
ン
ピ
ラ

が
増
え
た
。
こ
の
時
は
ち
ょ
っ
と
ガ
ラ
が
悪
く
な
っ
た
ね
。
で
も
三
元
ビ
ル
、
今
も
ち
ょ
っ
と
怖
い
よ
ね
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
幽
霊
が
出
る
な
ん
て
話
も
ず
っ
と
あ
る
（
笑
）。

（
足
立
春
夫
）

三
元
ビ
ル
の
カ
フ
ェ
に
て
①
　
三
角
地
帯
で
飲
ま
な
い
理
由

　
お
酒
を
飲
も
う
と
思
っ
た
と
き
、
三
角
地
帯
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行
く
こ
と
は
少
な
い
で
す
ね
。
お
店
の

雰
囲
気
や
お
客
と
の
関
係
性
が
前
に
立
つ
店
で
は
な
く
、 

テ
レ
ビ
を
眺
め
た
り
し
て
気
ま
ま
に
過
ご
せ
る
、

地
域
の
素
朴
な
居
酒
屋
を
選
び
が
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
店
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
と

き
、
普
段
は
自
分
自
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
よ
り
も
作
家
と
し
て
の
立
場
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

名
刺
を
捨
て
て
匿
名
の
個
人
と
し
て
過
ご
す
こ
と
を
求
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
は
私
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
ど
ん
な
仕
事
も
立
場
上
「
何
者
か
」
を
演
じ
な
き
ゃ
い
け

な
い
こ
と
っ
て
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

最
近
お
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
き
く
ち
ゆ
み
こ
さ
ん
の

本
『
だ
め
を
だ
い
じ
ょ
ぶ
に
し
て
い
く
日
々
だ
よ
』（tw

ililight

）
に
あ
っ
た
言
葉
が
印
象
深
か
っ
た
の
で

す
が
、
役
割
の
あ
る
自
分
と
、
な
ん
で
も
な
い
自
分
を
行
き
来
し
て
、「
自
分
は
巨
大
化
し
て
な
い
よ
な
」

っ
て
確
か
め
る
時
間
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。

（
横
山
雄
）



3
9

3
8

幻
の
銭
湯
と
映
画
館
、
そ
し
て
三
元
ビ
ル

三
元
ビ
ル
の
カ
フ
ェ
に
て
②
　
酒
の
「
先
輩
」
の
教
え

　
三
角
地
帯
と
は
少
し
外
れ
ま
す
が
、
私
が
よ
く
通
う
カ
フ
ェ
「
ニ
コ
ラ
」
の
店
主
が
言
う
ん
で
す
。「
お

店
は
舞
台
だ
」
っ
て
。
店
と
い
う
空
間
に
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
て
、
働
い
て
い
る
人
が
い
て
、
飲
ん

で
い
る
人
が
い
て
。
そ
の
中
に
、
自
分
も
登
場
人
物
と
し
て
入
っ
て
い
く
。

　
そ
ん
な
豊
か
な
「
対
話
」
が
日
々
行
わ
れ
て
い
る
場
所
が
、 

三
角
地
帯
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

い
つ
も
飲
ん
で
る
常
連
が
い
て
、
た
ま
た
ま
す
れ
違
う
よ
う
に
来
る
お
客
さ
ん
が
い
て
。
立
場
の
違
う
人

同
士
、
ど
う
関
わ
る
か
。
あ
る
い
は
、
関
わ
ら
な
い
か
。

　
大
型
の
飲
食
店
で
気
ま
ま
に
過
ご
す
の
と
異
な
る
緊
張
感
が
そ
こ
に
あ
る
気
が
し
ま
す
。
私
は
そ
う
い

う
楽
し
み
方
を
、
三
軒
茶
屋
で
出
会
っ
た
先
輩
た
ち
に
教
わ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
う
ま
く
い
か
な
く
て

出
入
禁
止
に
な
っ
た
り
し
た
人
も
、
そ
の
粗
相
を
覚
え
て
な
く
て
、
ま
た
来
た
り
し
て
ね
。
よ
く
聞
く
の

が
、
三
角
地
帯
で
新
し
い
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
、
出
禁
に
な
っ
た
人
が
大
量
に
来
る
。「
こ
こ
な
ら
ま
だ
、

知
ら
れ
て
な
い
ぞ
」
と
…
…
。

（
横
山
雄
）

味
の
あ
る
街
、
三
角
地
帯
の
面
影

　
三
角
地
帯
の
建
物
が
残
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、
土
地
の
権
利
関
係
が
複
雑
だ
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
聞
き
ま
す
。
新
宿
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
や
思
い
出
横
丁
と
同
様
、
土
地
と
建
物
の
所
有
権
が
複
雑
に
絡

み
合
い
、
開
発
し
た
く
て
も
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
交
渉
す
る
相
手
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
場
所
だ
と
。

　
し
か
し
、
建
物
が
残
っ
て
も
、
店
が
存
続
す
る
に
は
後
継
ぎ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
っ
子
気
質
な

の
で
、
息
子
が
継
が
な
け
れ
ば
店
を
た
た
む
方
も
多
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
、
色
々
な
方
法
で
商
売
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
生
活
空
間
と
し
て
の
こ
の

場
所
。
醸
成
さ
れ
た
歴
史
的
価
値
は
あ
れ
ど
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
一
方

で
、
再
開
発
計
画
に
は
強
引
な
や
り
方
が
あ
る
の
も
事
実
。
だ
か
ら
こ
そ
、
土
地
所
有
者
や
、
現
在
の
店

舗
の
方
と
周
辺
住
民
と
で
、
こ
の
土
地
に
対
す
る
考
え
方
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
再
開
発
っ
て
、
街
の
面
影
が
す
っ
か
り
変
わ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
の
記
憶
か
ら
さ
え
も
風
景
が
薄
れ
て
い
っ
て
、
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

（
金
谷
匡
高
）



4
0

嘘
み
た
い
だ
け
ど
、
嘘
で
も
な
い
場
所

　
母
か
ら
、
三
宿
に
住
ん
で
た
20
代
の
頃
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
た
ん
で
す
。「
飼
い
犬
を
近
所
の
肉

屋
さ
ん
ま
で
お
つ
か
い
に
行
か
せ
て
た
」
と
か
「
三
茶
で
の
飲
み
仲
間
は
某
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
っ
た
」

と
か
「
友
達
が
1
0
0
人
い
た
」
と
か
、
と
に
か
く
こ
の
辺
で
過
ご
し
た
青
春
時
代
の
楽
し
そ
う
な
話
を

よ
く
し
て
た
ん
で
す
。
で
、
私
も
憧
れ
て
、
三
年
前
く
ら
い
に
三
茶
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　
越
し
て
き
た
頃
は
大
学
を
や
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
全
然
友
達
が
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
バ
イ
ト
先
で

は
仕
事
で
手
一
杯
だ
し
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
は
性
に
合
わ
な
い
し
。
で
も
こ
の
辺
で
飲
ん
で
る
と
初
対
面

で
も
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
友
達
が
増
え
て
。
近
所
の
子
が
多
い
か
ら
、
あ
る
日
は
夜
中
の
二

時
に
「
い
ま
三
角
地
帯
の
ス
ナ
ッ
ク
に
い
る
ん
だ
け
ど
!
」
っ
て
電
話
が
来
て
、
15
分
後
に
は
合
流
（
笑
）。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
ご
近
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
、
今
は
徒
歩
数
分
ご
と
に
友
達
の
家
が
あ
る
状
態

で
す
（
笑
）。
母
親
の
話
が
充
実
し
す
ぎ
て
「
盛
っ
て
る
な
?
」
っ
て
感
じ
て
た
け
ど
、
こ
こ
に
住
み
は

じ
め
て
、
あ
な
が
ち
嘘
で
も
な
か
っ
た
の
か
な
っ
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。（

近
隣
在
住
・
20
代
女
性
）
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